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開会の日時

年月日 令和５年３月23日 木曜日

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時10分

場 所

第１委員会室

議 題

１ 乙第14号議案 沖縄県営土地改良事業分担金徴収条例及び沖縄県国営土地

改良事業負担金徴収条例の一部を改正する条例

２ 乙第15号議案 沖縄県新型コロナウイルス感染症対応中小企業事業資金調

達支援基金条例の一部を改正する条例

３ 請願令和４年第３号、同第４号、陳情令和２年第82号、同第107号、同第

110号、同第121号、同第134号、同第154号の２、陳情令和３年第４号、同第

13号、同第18号、同第23号、同第24号、同第26号、同第27号、同第30号、同

第32号、同第34号から同第36号まで、同第48号の２、同第49号、同第58号か

ら同第60号まで、同第84号の２、同第88号、同第89号、同第92号、同第109号、

同第112号、同第120号、同第121号、同第123号、同第127号、同第135号、同

第141号、同第144号、同第147号、同第148号、同第160号、同第174号の２、

同第175号、同第177号の２、同第178号、同第188号、同第192号、同第197号

の２、同第209号、同第211号、同第217号、同第220号、同第226号、同第227号、

同第229号の２、同第233号、同第236号、同第238号、同第244号、同第245号、

同第251号、陳情令和４年第15号、同第18号、同第23号、同第24号、同第29号、

同第37号、同第41号、同第61号、同第63号の２、同第74号、同第76号、同第

91号、同第98号、同第99号、同第103号、同第109号、同第111号、同第115号、

同第117号、同第118号、同第124号の２、同第127号から同第129号まで、同
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第133号、同第146号、同第148号、同第151号、同第153号から同第155号まで、

同第159号、同第161号、同第164号、同第167号、同第168号、同第171号、同

第179号、陳情第６号、第12号、第13号、第16号、第18号、第27号、第32号、

第36号及び第42号

４ 閉会中継続審査・調査について

５ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けている観光産業の再興に関する条

例の一部を改正する条例案について

６ 陳情第18号第88回国民スポーツ大会（２巡目大会）の招致に関する陳情に

係る決議の提出について（追加議題）

７ 視察・調査について

出 席 委 員

委 員 長 大 浜 一 郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

委 員 中 川 京 貴 君

委 員 上 里 善 清 君

委 員 山 内 末 子 さん

委 員 玉 城 武 光 君

委 員 仲 村 未 央 さん

委 員 次呂久 成 崇 君

委 員 赤 嶺 昇 君

委員外議員 なし

欠 席 委 員

島 袋 大 君

説明のために出席した者の職･氏名
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子ども生活福祉部障害福祉課副参事 前 原 めぐみ さん

保 健 医 療 部 感 染 症 総 務 課 班 長 赤 嶺 隆 君

保健医療部ワクチン・検査推進課班長 嘉 数 亨 君

商工労働部中小企業支援課班長 仲 吉 朝 尚 君

商 工 労 働 部 雇 用 政 策 課 班 長 山 下 ひかり さん

文 化 観 光 ス ポ ー ツ 部 長 宮 城 嗣 吉 君

観 光 振 興 課 長 大 城 清 剛 君

文 化 振 興 課 長 松 堂 徳 明 君

博 物 館 ・ 美 術 館 美 術 館 副 館 長 大 川 剛 君

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 嘉 数 晃 君

参 事 兼 交 流 推 進 課 長 上 地 聡 君

観 光 事 業 者 等 支 援 課 長 平 田 いずみ さん

土 木 建 築 部 空 港 課 班 長 石 川 春 信 君

警察本部地域部地域課水上安全対策室長 下 里 秀 輝 君

○大浜一郎委員長 ただいまから、経済労働委員会を開会いたします。

本日の説明員として知事公室長、総務部長、企画部長、子ども生活福祉部長、

保健医療部長、商工労働部長、文化観光スポーツ部長、土木建築部長、教育長

及び警察本部地域部長の出席を求めております。

まず初めに、文化観光スポーツ部関係の陳情令和２年第82号外52件を議題と

いたします。

ただいまの陳情について、文化観光スポーツ部長等の説明を求めます。

なお、継続の陳情については、前定例会以降の新しい事実についてのみ説明

をお願いいたします。

宮城嗣吉文化観光スポーツ部長。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 文化観光スポーツ部関係の陳情につきまし

て、その処理方針を御説明いたします。

ただいま表示しております経済労働委員会陳情に関する説明資料の目次を御

覧ください。

当部関係としては、商工労働部で審査する１件を除き継続の陳情が48件、新

規の陳情が５件となっております。

継続陳情22件につきましては、前議会における処理方針と同様の処理方針と
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なっておりますので、説明を省略させていただき、処理方針の内容に変更のあ

る継続陳情26件について、御説明いたします。

修正のある箇所は、赤字、取消し線及び下線により表記しております。なお、

字句や時点の修正など、軽微な修正は説明を割愛させていただきます。

10ページを御覧ください。

陳情令和２年第121号世界ウチナーンチュセンター（仮称）の設置に関する

陳情。当該陳情については、多機能を有する世界ウチナーンチュセンター（仮

称）を設置するよう求めるものです。

11ページ25行目を御覧ください。

世界のウチナーンチュの交流拠点の設置について、独立行政法人国際協力機

構ＪＩＣＡと連携し、既存施設の活用を含め、現在のウチナーネットワークコ

ンシェルジュの機能を拡充しつつ、その設置に向けて取り組んでまいります。

37ページを御覧ください。

陳情令和３年第34号長期化するコロナ禍で疲弊した沖縄観光業界の継続発展

に関する陳情。

39ページ６行目を御覧ください。

当該陳情事項２については、雇用調整助成金の特例措置の延長はもとより、

観光従事者の教育等人材の育成やＵターン・Ｉターンへの補助等、ソフト面で

の支援金について、観光事業者へ直接的に支援金を支給することを求めるもの

です。

40ページ３行目を御覧ください。

令和５年度は、職場訓練の対象を拡充しつつ観光事業者と求職者とのマッチ

ング機会を創出し、観光現場における様々な取組を伝える広報等を実施すると

ともに、従業員の労働環境を改善し、観光人材の確保・定着を図るため、観光

事業者の労働生産性向上に資する取組を支援する観光人材確保支援事業を実施

してまいります。

46ページを御覧ください。

陳情令和３年第36号長期化するコロナ禍で疲弊した沖縄観光業界の継続発展

に関する陳情。

47ページ33行目を御覧ください。

当該陳情事項２について、48ページ27行目から33行目までは、先ほど説明し

た40ページ３行目から10行目陳情令和３年第34号事項２と同様の変更理由であ

るため、説明を省略させていただきます。

53ページを御覧ください。

陳情令和３年第58号新型コロナウイルス感染症の影響に対する観光飲食業へ



- 5 -
R5.03.23-05

経済労働委員会記録

の支援に関する陳情。

54ページ９行目を御覧ください。

当該陳情事項５については、国による１都３県の緊急事態宣言解除後、県知

事から誘客について力強いメッセージを全国に向けて発信するとともに、観光

業界各団体との連携を強化することを求めるものです。

16行目を御覧ください。

令和５年１月に開催した大阪及び東京における沖縄観光感謝の集いに加え、

県内就航航空会社へトップセールスを実施したほか、台湾においても航空会社

等へトップセールスを実施したところです。

55ページを御覧ください。

陳情令和３年第60号新型コロナウイルス感染症による経済的影響に対する県

内観光施設等に関する支援について。

57ページ31行目を御覧ください。

当該陳情事項２について、58ページ２行目から６行目までは、先ほど説明し

た54ページ16行目から20行目陳情令和３年第58号事項４と同様の変更理由であ

るため、説明を省略させていただきます。

68ページを御覧ください。

陳情令和３年第121号コロナ禍における飲食店への対応に関する陳情。

32行目を御覧ください。

当該陳情事項１については、保健医療部と共管の陳情のため、保健医療部に

説明を求めたいと思います。

○赤嶺隆感染症総務課班長 71ページを御覧ください。

当該陳情事項１については、国によるマスク着用の考え方の見直しに伴い、

感染防止対策を変更しております。

以上で説明を終わります。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 引き続き88ページを御覧ください。

陳情令和３年第211号新型コロナウイルス感染症の影響に対する観光施設事

業への支援を求める陳情。

90ページ35行目を御覧ください。

当該陳情事項４について、91ページ３行目から７行目までは、先ほど説明し

た54ページ16行目から20行目陳情令和３年第58号事項４と同様の変更理由であ

るため、説明を省略させていただきます。

113ページを御覧ください。
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陳情令和４年第98号沖縄観光の早期復興に関する陳情。

114ページ12行目を御覧ください。

当該陳情事項２の（１）については、レンタカー不足による旅行キャンセル

の抑制について、観光周遊や拠点間のバス利用並びにハイヤー・タクシー等の

二次交通を活用した施策を実施することを求めるものです。

16行目を御覧ください。

県では、県内の交通事業者等が発行する１日乗車券やホテルと空港等を結ぶ

シャトルバスなどの交通企画乗車券等に対して、販売額の３割を上限に県が支

援する、のりとくチケットキャンペーンを令和４年８月１日から令和５年２月

28日の間実施しており、観光客など県外からの来訪者のバスやタクシーなど、

多様な交通手段の利用の促進に取り組んでまいりました。

118ページ31行目を御覧ください。

当該陳情事項７について、119ページ26行目から32行目までは、先ほど説明

した40ページ３行目から10行目陳情令和３年第34号事項２と同様の変更理由で

あるため、説明を省略させていただきます。

120ページを御覧ください。

陳情令和４年第133号中国が、尖閣諸島を含む沖縄の領土、領海の主権及び

日本のＥＥＺを認めるまでは、日中共同声明に基づく日中交流の事業は全て保

留にするよう求める陳情。

121ページ３行目を御覧ください。

当該陳情事項１については、中国が、尖閣諸島を含む沖縄の領土、領海の主

権は日本に属すること及び海洋法に関する国際連合条約で定められた日本のＥ

ＥＺを認めるまでは、日中共同声明に基づく日中交流の事業は全て保留にする

ことを求めるものです。

23行目を御覧ください。

今年は沖縄福建友好県省締結25周年の節目となっており、県では令和４年

11月25日に福建省とオンラインでつなぎ、記念式典を開催しました。

記念式典において、玉城知事と趙龍省長により両県省の交流の歴史、友好県

省の意義を振り返るとともに、将来に向けて友好関係を発展させることを確認

いたしました。

県では、留学生の相互派遣や大学生等の若者交流の拡充等、沖縄ならではの

交流をさらに深めてまいります。

123ページを御覧ください。

陳情令和４年第148号沖縄の貸切りバスに関する陳情。

当該陳情について、124ページ11行目から17行目までは、先ほど説明した40ペ
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ージ３行目から10行目陳情令和３年第34号事項２と同様の変更理由であるた

め、説明を省略させていただきます。

131ページを御覧ください。

陳情令和４年第167号世界から選ばれる持続可能な観光地を目指すことに関

する陳情。

132ページ16行目を御覧ください。

当該陳情事項３については、警察本部所管の陳情のため、県警本部に説明を

求めたいと思います。

○下里秀輝地域課水上安全対策室長 資料の132ページを御覧ください。

当該陳情事項３については、26行目以降に、また、船舶職員及び小型船舶操

縦者法第23条の36第５項等において、小型船舶の操縦者は、適切な見張りの実

施のほか、視覚、聴覚及びその時の状況に適した他の全ての手段により、常時

適切な見張りを確保することを遵守しなければならないと規定されておりま

す、と追記したほか、133ページ１行目以降をよりよい安全性の確保方策につ

いて検討してまいりたいと考えております、に変更をしております。

以上で、公安委員会に係る陳情の処理概要の説明を終わります。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 133ページ19行目を御覧ください。

当該陳情事項５については、鯨がストレスなく出産と子育てができる環境を

守るために、観光客の安全を最優先に考えたホエールウオッチングの沖縄ルー

ルを作成し、ホエールスイム禁止について条例化することを求めるものです。

県では、マリンレジャー魅力向上促進事業及びマリンレジャー事故防止調査

対策事業において、観光客や事業者へのアンケート結果を踏まえたセミナーの

開催やプロモーション等を実施し、マリンレジャー事業者における安全・安心

で、高付加価値な、環境に配慮した持続可能なサービスが提供されるよう取り

組んでおります。

ホエールウォッチングやスイムについては、自主ルールを制定し、それに従

って実施している地域があることから、各地域における自主ルールの制定及び

運用状況の把握に取り組んでいるところです。

また、ホエールウォッチング・スイムツアーが鯨に与える影響については、

一般財団法人沖縄美ら島財団が米国の研究機関と共同で調査を行っていると承

知しております。

県としましては、同調査結果や地域における自主ルール等を踏まえ、関係団

体等と意見交換を行いながら、ホエールウォッチング等の沖縄県共通のルール
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について研究してまいります。

134ページ27行目を御覧ください。

当該陳情事項７については、警察本部所管の陳情のため、警察本部に説明を

求めたいと思います。

○下里秀輝地域課水上安全対策室長 資料の134ページを御覧ください。

当該陳情事項７については、135ページ４行目以降を県警察としましては、

今後も安全対策優良海域レジャー提供業者指定制度を適切に運用するととも

に、今後、さらなる安全対策制度の必要性についても検討してまいりたいと考

えております、に変更をしております。

以上で、公安委員会に係る陳情の処理概要の説明を終わります。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 136ページを御覧ください。

陳情令和４年第168号沖縄観光の早期復興に関する陳情。

138ページ16行目を御覧ください。

当該陳情事項２(２)については、商工労働部所管の陳情のため、商工労働部

に説明を求めたいと思います。

○山下ひかり雇用政策課班長 陳情令和４年第168号沖縄観光の早期復興に関

する陳情、記書き２の(２)について、２段落目を更新いたしました。更新後の

処理方針を読み上げて御説明いたします。

このような状況を踏まえ、県では、令和５年２月７日に福岡出入国在留管理

局那覇支局長と面談し、業界からの声を伝えるとともに、在留資格認定証明書

交付にかかる処理期間の短縮等について要望したところです。

説明は以上です。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 139ページ19行目を御覧ください。

当該陳情事項２の(５)について、140ページ15行目から21行目までは、先ほ

ど説明した40ページ３行目から10行目陳情令和３年第34号事項２と同様の変更

理由であるため、説明を省略させていただきます。

141ページ27行目を御覧ください。

当該陳情事項３(３)については、商工労働部所管の陳情のため、商工労働部

に説明を求めたいと思います。

○仲吉朝尚中小企業支援課班長 資料141ページを御覧ください。
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同じく沖縄観光の早期復興に関する陳情の、記書き３(３)について、１段落

目及び２段落目を更新いたしました。更新後の処理方針を読み上げて御説明い

たします。

県では、令和５年度にコロナ関連融資の返済が本格化することから、借換え

による返済負担の軽減や、設備投資など追加の資金需要に対応する伴走支援型

借換等対応資金を創設し、保証料ゼロとする県独自の支援策を講じるなど、事

業者負担の軽減を図っております。

説明は以上です。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 引き続き142ページ26行目を御覧ください。

当該陳情事項４(２)について、32行目から143ページ１行目までは、先ほど

説明した54ページ16行目から20行目陳情令和３年第58号事項４と同様の変更理

由であるため、説明を省略させていただきます。

次に、新規陳情５件について、御説明いたします。陳情の経過・処理方針等

につきまして、読み上げて説明とさせていただきます。

150ページを御覧ください。

陳情第６号復帰50年平良孝七展における人権侵害に係る展示の撤去等を求め

る陳情。

152ページ26行目を御覧ください。

当該陳情事項１については、知事は、田名館長に対して、同館副館長が回答

しなかった陳情者の質問及び反論に誠意ある回答をするよう、指示することを

求めるものです。

県立博物館・美術館における企画展示は、同館が直接所掌する事務であり、

同館において検討を行い展示内容を最終決定していることから、令和４年12月

21日付の館長宛て要請文につきましては、美術館を総括する副館長から、同月

21日及び同月28日に対面にて説明を行っております。

その後、令和５年１月５日及び同月10日に、本件に関する知事宛ての要請文

が別途に提出されたことから、同館の所管課である文化振興課から平良孝七展

の修正を求める会へ連絡を行い、同館館長からの説明の実施及び御意見を伺う

場を同月13日に設けたところですが、同会から知事名の回答文書を手交した後

でなければ説明を受けない旨の発言があり、館長の説明に至らないまま途中終

了となっております。

同館では、令和５年２月14日に、本企画展の考え方や経緯について、同館ホ

ームページにおいて説明しております。

153ページ10行目を御覧ください。
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当該陳情事項２については、問題となっている売春婦及び混血児の写真を即

時撤去することを求めるものです。

同館において、慎重に検討を行い、令和４年12月26日に、要請等を受けた写

真の説明文を覆い、その後さらなる対応として、令和５年１月６日に展示３点

の取下げを行っております。

15行目を御覧ください。

当該陳情事項３については、本件写真展を復帰50年平良孝七展とするからに

は、写真集からのコピー展示ではなく、オリジナルネガからのニュープリント

での展示を行うことを求めるものです。

同館では、本展覧会において、復帰前の緊迫した世情をより多くの世代に伝

えるため、一部の展示については写真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗の複写によ

る展示を行ったところです。

21行目を御覧ください。

当該陳情事項４については、知事は、人権じゅうりんを惹起させている田名

館長の責任を明確にすることを求めるものです。

県としては、要請者等への事前説明が十分ではなかったことが今回の要請の

一因となったものと考えており、本展に関する要請等を真摯に受け止め、同館

から引き続き丁寧に平良孝七展の修正を求める会への説明を行うとともに、今

後の展覧会開催や調査研究活動に生かせるよう取り組んでまいります。

154ページを御覧ください。

陳情第13号沖縄県内空港における国際線運航に係る支援に関する陳情。

35行目を御覧ください。

当該陳情事項１については、今年度実施している国際定期便運航再開支援事

業について、令和５年度も全航空会社を助成対象にして継続することを求める

ものです。

154ページ35行目を御覧ください。

県では、国際線の路線再開を促進するため、運航を再開した航空会社に対す

るグランドハンドリング費用等の支援を令和４年度に実施しているところで

す。

同事業の令和５年度の実施については、離島路線の再開や今後の水際措置の

緩和の状況を踏まえ、支援の内容について検討してまいります。

７行目を御覧ください。

当該陳情事項２については、現在最大で２機駐機可能なゲートエリアが検疫

の検査場所として使用されていることから、検疫体制の早期見直しを国に陳情

するとともに、空港検疫の簡素化及び使用する空港施設の早期返却を要望する
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こと。県は、離島空港（新石垣、下地島等）の検疫再開を那覇検疫所に早期に

要請することを求めるものです。

感染症法における新型コロナウイルス感染症の分類が、令和５年５月８日に

５類に見直されることにより、現在の空港検疫で実施されている水際措置につ

いても、コロナ前と同様の水準に緩和されることが想定されることから、国の

動向を注視してまいります。

17行目を御覧ください。

同事項については、保健医療部と共管の陳情のため、保健医療部に説明を求

めたいと思います。

○嘉数亨ワクチン・検査推進課班長 17行目を御覧ください。

検疫体制の見直しは、国内外における新型コロナウイルス感染症の流行状況

及び感染拡大のリスク等を踏まえ、国が判断するものと認識しております。

以上で説明を終わります。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 27行目を御覧ください。

同事項については、土木建築部と共管の陳情のため、土木建築部に説明を求

めたいと思います。

○石川春信空港課班長 23行目を御覧ください。

記事項２に係る、土木建築部の処理概要としましては、沖縄県が管理する新

石垣空港及び下地島空港において、早期の検疫再開に向け、那覇検疫所等の関

係機関と協議を行っているところです、としております。

説明は以上です。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 156ページを御覧ください。

陳情第18号第88回国民スポーツ大会（２巡目大会）の招致に関する陳情。

32行目を御覧ください。

当該陳情については、２巡目大会の締めくくりとなる令和16年（2034年）第

88回国民スポーツ大会が本県で開催されるよう配慮すること。また、同大会を

招致する際の日本スポーツ協会会長及び文部科学大臣宛て提出する開催要望書

には、県民の代表である県議会の決議書も併せて提出する必要があることから、

県議会において、同大会の招致を求める決議を可決するよう配慮することを求

めるものです。

156ページ17行目を御覧ください。
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国民スポーツ大会は、昭和21年（1946年）から各都道府県の持ち回りで毎年

開催される国内最大のスポーツの祭典であり、各都道府県で２巡目が行われて

おります。

県では、２巡目国民スポーツ大会の最後の開催地として、令和16年（2034年）

の開催に向け国への招致を予定しております。

同大会の招致については、県議会の決議が得られた後に、県知事、県教育長、

県スポーツ協会会長の連名により、開催要望書を日本スポーツ協会会長及び文

部科学大臣宛てに提出する予定となっております。

国民スポーツ大会の開催に向けた取組は、各種競技団体選手競技力の向上や

指導者育成だけではなく、県民の健康増進と体力の向上にもつながる絶好の機

会であると考えております。

また、同大会を開催することにより、交流人口の増加、地域・経済の活性化

や観光振興など本県の持続的発展に貢献するものと考えております。

今後、沖縄県への同大会の開催に向けて、県民、各市町村、関係団体等と一

丸となって取り組んでまいります。

８行目を御覧ください。

同陳情については、子ども生活福祉部と共管の陳情のため、子ども生活福祉

部に説明を求めたいと思います。

○前原めぐみ障害福祉課副参事 ８行目を御覧ください。

障害者スポーツの祭典である全国障害者スポーツ大会については、国の要綱

に基づき、毎年実施される国民スポーツ大会の直後を原則として、同一都道府

県において開催することとなっております。

同大会を本県で開催することは、障害者が競技を通じてスポーツの楽しさを

体験するとともに、県民の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加の推進

に寄与するものと考えており、関係部局と一体となって、大会招致に向けて取

り組んでまいります。

以上で説明を終わります。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 158ページを御覧ください。

陳情第36号ジャパンウィンターリーグへの支援を求める陳情。

36行目を御覧ください。

当該陳情事項１については、毎年11月末から12月末までの間、県内球場・施

設の使用について協力することを求めるものです。

158ページ36行目を御覧ください。
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県内球場・施設の使用については、市町村等の施設管理者と調整いただくこ

ととなります。

県としては、調整が円滑に行えるよう取組の趣旨や内容等を市町村へ情報提

供してまいります。

６行目を御覧ください。

当該陳情事項２については、コーチ・スタッフの人件費、球場使用料及び選

手・スタッフの旅費・滞在費について経済的な支援を行うことを求めるもので

す。

ジャパンウィンターリーグについては、令和４年度スポーツイベント支援事

業により、運営スタッフの人件費等リーグ運営に係る経費へ補助を行っており

ます。

本事業は、スポーツツーリズムの推進を目的として、県外、海外からの誘客

が見込まれ、かつ沖縄でその種目を行う明確な優位性や理由がある事業のイベ

ント立ち上げ１年目から３年目を補助対象としております。

また本事業では、ハンズオン支援により地域との連携や収益確保の手法など

のアドバイスを行い、補助事業終了後も魅力ある事業としての自走化を目指し

ております。

令和５年度以降も引き続き公募を行う予定です。

160ページを御覧ください。

陳情第42号沖縄県南米連絡事務所の開設を求める陳情。

161ページ２行目を御覧ください。

当該陳情については、母県・沖縄県と南米ウチナーンチュの一層の連携を目

指して、沖縄県南米連絡事務所を設置するよう求めるものです。

160ページ16行目を御覧ください。

県では、ウチナーネットワークの継承・発展を図るため、世界のウチナーン

チュ大会の開催、ウチナーネットワークコンシェルジュの設置及び運営、世界

のウチナーンチュの日の普及啓発等、各種施策に取り組んでいるところです。

ブラジルをはじめとする南米各国とは、県内の学生や芸能指導者の現地県人

会への派遣のほか、県系人子弟留学生等の受入れを行い、継続して人的交流を

図ってまいりました。

また、令和５年度は知事等三役が現地の沖縄県人会を訪問し、県系人の功績

をたたえるとともに、現地のニーズや要望を聴取し、人材育成、文化、ビジネ

ス等多面的な交流の活性化に向けた意見交換を予定しております。

沖縄県南米連絡事務所（仮称）の設置につきましては、現地沖縄県人会と意

見交換を重ねるとともに、他県の事例や現地の状況等の情報収集を行ってまい
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ります。

以上が、文化観光スポーツ部関係の陳情に係る処理方針であります。

御審査のほど、よろしくお願いいたします。

○大浜一郎委員長 文化観光スポーツ部長の説明は、終わりました。

これより、各陳情に対する質疑を行います。

質疑に当たっては、委員自らタブレットの発表者となり、陳情番号を申し述

べてから、説明資料の該当ページを表示し、重複することがないよう簡潔にお

願いいたします。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよ

うにお願いいたします。

質疑はありませんか。

仲村未央委員。

○仲村未央委員 平良孝七展の新規陳情のほうからお尋ねをいたしたいと思い

ますが、まずこの展示は、どのような内容でいつからいつ行われたものですか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 平良孝七展におきましては、写真展の

展示として昨年令和４年11月３日から令和５年１月15日までの間、当館美術館

の企画展示室において行われた展示会でございます。

○仲村未央委員 先日、21日ですか。新聞に館長が謝罪をしたというような記

事が載っていましたけれども、どのようなことで謝罪に至ったのかをお尋ねい

たします。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 要請者の方々が20日に要請のほうにお

越しいただきまして、その際この図録の掲載についての誤りと展示会における

私どもの展示における解釈のものについての疑義がございました。

第１章の展示におきまして、これは写真集を複写パネルとして展示をした展

示でございますが、その際このパネルの写真をすべて平良孝七氏の写真である

という解釈のもとに行っておりました。その後知らされた事実によりましてで

すね、その中で１名平良氏以外の撮影者がいたということが判明いたしました。

私どもも調査を行いまして、撮影者当人の方にお会いしまして確認を取り、

そのことが事実であるということが判明いたしましたので、私どもとしては調

査の不足がございましたことについて、館長よりお詫びを申し上げた次第でご



- 15 -
R5.03.23-05

経済労働委員会記録

ざいます。

○仲村未央委員 お詫びした内容は、平良孝七の写真でないものも含まれて展

示されているということですか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 そのとおりでございます。

○仲村未央委員 この間の報道で知る限りにおいて、ある意味信じ難いことも

含めて指摘がされていますし、それから展示会が終わって非常に長いこと、さ

らに２か月もかかる中でこのような状況になってる、謝罪に至っているという

ことについても、非常に残念だなというふうに思います。

まず確認ですが、今お詫びした内容の中に平良孝七が撮っていない写真も含

まれているということをおっしゃいますけれども、例えば平良孝七さんが書い

たものと特定できない、確定できていない写真説明も展示しているという指摘

がありますが、この件についてはいかがでしょうか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 先ほどお答えいたしましたように、写

真集の撮影は平良氏以外の方が撮影した事実がございます。加えてですね、そ

の時に示していただいたことにつきまして、革新共闘会議という組織がこの写

真集の編集をしているのですが、その際編集の責任者が存在しているという事

実も併せて示していただきました。

そのことから、この写真集につきましては、平良孝七氏が編集し発刊したも

のではないということを認めた上で、キャプション―説明文につきましても、

平良氏によるものではないということを認め、館長のほうからもお詫びを申し

上げた次第でございます。

○仲村未央委員 非常にちょっと分かりにくいんですけどね、そもそも平良孝

七の写真展というふうな内容の展示であるにもかかわらず、それが写真集は平

良孝七の発刊したものではなくて、革新共闘会議という団体がやったものの複

写展であるということですか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 はい、そのとおりでございます。

○仲村未央委員 それは、通常どなたかの写真展ということで個人名を打って

やる場合には、訪れる人は当然この方の写真集、写真展というふうに見ると思
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うんですけれどもね。今おっしゃるその内容であれば、そもそもこの企画の立

て方自体に相当に問題があるのではないのかなというふうに思うんですけれど

も、そこはいかがでしょうか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 御指摘のとおり、大変恥ずかしい話で

はございますが、当館におきましてもこの調査等において不十分な点があった

と考えております。

○仲村未央委員 ちょっと不十分で済むことなのかですね、これ県立博物館・

美術館として主催をしているので、資料の展示の在り方、タイトルの取り方、

そしてその個人への名誉の問題も含めて、今たくさんの問題を惹起してしまっ

ていますよね。

それで一つお認めになっているのは、平良孝七の写真でないものも展示され

ていると。それから平良孝七が書いていない写真説明も展示してしまっている

と。

それから、もう一つ大きな問題の一面となったのは、この被写体とされた人

たちの人権問題にも関わるような展示の仕方―写真説明がそのまま表記され

て展示されたということも指摘があります。

さらに、指摘されたのは展示会始まってまだ展示会さなかの12月ですよね。

それから結局その展示会の間も、そして、いわゆるその３月20日ですか。正式

表明に至るまでのトータル何か月になるのかな、展示期間だけで２か月、さら

にそれから１か月以上ですね、三、四か月にわたってこの問題についての行っ

たり来たり、非常にやりとりが分かりにくいところなんですけれども、実際に

はこの問題まだ解決しているという状況ではなくて、さなかですか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 内容等の誤りと、あと図録のほうでも

掲載をしておりますので、その点につきましては、現在調整中でございます。

内容等につきましても、やはり関係各位と協議を重ねながら修正等を図って

まいりたいと考えております。

○仲村未央委員 ちょっと芸術的なことも含めているので、非常に難しいんで

すけれども、そもそも写真展というものを何かの別の資料から複写で展示をし

て写真展とやることは、これは写真展になるのですか。

いわゆる資料展とかなら分かるんですけれども、そもそも別の冊子からこの

コピーをしたものを展示をするということは、これは写真展なんですか。
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○大川剛博物館・美術館美術館副館長 写真展としてこのようにほかの写真集

を複写し展示するというのは、他館において２年前に事例がございます。

本展におきましては、この調査研究においての成果の資料、それを展示する

ことも当館での今回の展示の際に重要としておりました。

今回この写真集のほうにつきましては、当時のやはり緊迫した世情を伝える

大変有効な資料として考えておりましたので、こちらのほうにつきましても資

料としての展示として考えておりました。

○仲村未央委員 今まさに答弁、あと陳情処理方針にも今の点がありますけど

ね、資料であればやっぱり資料展とするのが適切だったのではないかなという

ふうに思うのですが、皆さんのこの宣伝チラシ、この写真展の呼び込み用に作

られたフライヤー見てもですね、「平良孝七は、沖縄県大宜味村生まれの写真

家です。1970年、復帰に揺れる沖縄を写した写真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗

を発表」というふうになっているのですが、今言っている複写をした原本の写

真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗は平良孝七の著作ではなくて、革新共闘会議の

ものなのですよね。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 はい、そのとおりでございます。

○仲村未央委員 であれば、この宣伝文句というか、私はチラシを見ているん

ですよ。皆さんが多分今なおホームページ等で普通に確認できるチラシのコピ

ーですけどね。それ自体にそもそも強い言葉で言えば虚偽があるというふうに

理解できると思うのですが、違いますか。

この平良孝七さんが出版したものであれば、1970年復帰に揺れる沖縄を写し

た何々を発表、とすることはできると思うんですね。ところが、この著作をし

たのは平良孝七の写真はその中に入ってはいるかもしれないけど、発行者は平

良孝七ではないですよね。ないものをどうして、こういうふうなことに表現に

なったのかですね、そこはどういうふうに説明というか、解明されたんでしょ

うか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 本展覧会の主催者である当館の判断と

しまして、1970年に写真集が発刊される際、平良氏が写真の提供などの協力者

の立場から平良氏自身も写真集全体に目を通し、説明文の内容を了承の上、発

刊に至ったものと考えております。
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○仲村未央委員 ですから、この写真集は、革新共闘会議が編集し発行したも

ので、平良孝七写真集ではないわけですよね。タイトルも発行者も。それで、

その文献自体は私の手元にはないですけれども、それが指摘されているものを

見ると、巻末にその写真の提供として平良孝七ほかと書かれているということ

が平良孝七が関わるその著作における登場だと思うんです。それをあたかも、

その写真集自体が平良孝七が発表したというふうな呼び込みで宣伝チラシを作

ってること自体、この企画そもそもの成り立ちというか、そこは大いに解明が

必要ではないかなと。なぜそういうふうになるのかということについて、これ

だけ写真展が２か月にわたって、それから１か月以上もたって、写真展さなか

には既に関係者や平良孝七さんの身内からも、それは違いますよということで、

指摘をされているわけですよね。名誉毀損ですよと。これでこんなに時間がた

って、結局謝罪になって、それでまだ今整理がついてない部分もあるようなん

ですけれども、そこについては、どのようになっていますか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 当館としましては、展覧会前の調査に

おいて関係各位からの様々な証言、そして、資料により平良氏の作品であると

いう見解により展示を行ったこと。そして、写真集の写真においても、図録の

掲載を選定の上、行ってございます。

○仲村未央委員 だから、見解を見解たらしめた事実は何ですかと聞いている

わけですね。それは説明しないと、一向に何がどうなって、今謝罪に至ってい

るのかということがよく分からないんですよ。

そういうふうに皆さんが判断したと、解釈をしたということは、やっぱり事

実を抜きには解釈はできなかったでしょうし、その事実の捉え方が間違ってい

るんじゃないですかということで指摘があるわけですから、そこはどういうふ

うに整理をされているのですか。

○大浜一郎委員長 休憩いたします。

（休憩中に、委員長から質疑の趣旨に沿った答弁をするようにとの指摘

があった。）

○大浜一郎委員長 再開いたします。

大川剛博物館・美術館美術館副館長。
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○大川剛博物館・美術館美術館副館長 展示において、平良孝七氏の写真では

ないものも展示されているという御指摘につきましては、次の３点によって平

良氏自身の作品であると当時判断して展示を行ってまいりました。

まず、この第１章の写真について、写真家のＴ氏と呼ばせていただきます。

100枚の写真は、全部平良さんが撮ったものだという記載がされた記事が存在

するということ。２番目に、令和４年６月の展覧会に関する関係者座談会にお

いて、参加者の一人からパネル複写元の写真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗の奥

付に記載された撮影者名平良孝七ほかの部分において、ほかの文字を平良氏自

身がマジックで消したとの発言がございました。そして３番目、平良氏の御遺

族が所有する同写真集においても、証言同様にマジックで消されているという

ことを根拠として、平良氏のものと判断をした次第でございます。

○仲村未央委員 その判断が非常に曖昧で、新聞記事であるとかですね、本人

はもう確認しようがない故人なわけですよね。それが、複写からのさらに展示

であるし、複写の元になっている著作そのものは平良孝七本人の発行、編集に

よるものではないですしね。そういった、状況的なことはあったのかも知れな

いけれども、そもそもこういった写真展の企画をするときに、さっき申し上げ

たことに尽きるんですが、その方が著作されたものではない、その方が制作、

発表、発刊をされたものではないことを、その人がしたかのようにしか受け取

れないような宣伝文句で写真展をやっぱり開催するというのが、特にその芸術

の分野ではその本人の表現に対して非常に重大な侵害になるんじゃないかなと

いうふうに思うんですけれども、そこはどうですか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 平良孝七氏が書いたとされる確定がで

きていない説明文を掲示して展示しているという御指摘につきましてです。

当初、私どものほうは次の２点によって説明文を含む当写真集発刊に平良氏

の関与があったと考えて展示をいたしました。

まず、１番目、平良氏自身、当初は写真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗を自費

出版で発刊する構想を持っておりました。後に沖縄革新共闘会議の編集で、写

真集が発刊されることとなり、平良氏は写真提供などの協力を行った経緯がご

ざいます。

２つ目に、前述の経緯から写真集が発刊される際には、平良氏自身も写真及

びキャプションを含む誌面に目を通し、当時の価値観に照らして内容について

了承し発刊に至ったと考えられるということを根拠といたしました。加えまし
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て、当館の調査におきましては、本書を平良氏自身の最初の写真集と図録にお

いて記載をしております。これは、平良氏の自伝記事、本人による写真集の略

歴紹介などにおいて、本写真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗を平良氏自身が創作

活動における最初の自己の写真集として認識していると判断いたしました。

以上です。

○仲村未央委員 皆さんのその説明は、いわゆる平良孝七が発刊したものでな

い写真集であっても、平良孝七が大きく関与をしたということをもって、平良

孝七写真展としてその本を複写して、コピーしたものを展示することは問題な

かったという、そういう説明を今しているのですか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 先ほど申し上げたことと重なります

が、私どもの調査におきましては、平良氏自身の後ほど出ました写真集である

とか、あとは本人による自伝の記事などにおいてこの略歴紹介等がございます。

その紹介などにおいて、本写真集を平良氏自身が最初の御自身の写真集として

認識しているという記載がございました。それを根拠にした経緯もございます。

○仲村未央委員 ですので、皆さんは間違ってなかったと、これを平良孝七写

真展として銘打ってやるということについては、問題はないですという説明を

今議会のほうに言っているのですね。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 展覧会開催におきましては、そのよう

な調査の結果から私どもについては、この展示について問題ないという判断を

当時はいたしておりました。

ただ、その後展覧会終了後に出ました事実によりまして、それがやはり調査

の不足等がございましたことについて、当館においては認めるところでござい

ます。

○大浜一郎委員長 休憩いたします。

（休憩中に、仲村委員から県立博物館・美術館の組織体制の確認があり、

文化観光スポーツ部長から当館は県の出先機関として位置づけられて

おり、館の事業として展示の企画等を行っているとの説明があった。)

○大浜一郎委員長 再開いたします。
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仲村未央委員。

○仲村未央委員 今県立博物館・美術館というのは県の出先機関であるという

意味では、もちろん県立であり県の機関であるというふうに理解をしておりま

すけれども、部長今のやりとりを聞いていらっしゃったと思うんですけれども、

どうなんでしょうかね。

私は先ほど来申し上げるように、芸術家本人が発行したものではないものを

元に複写展をしたということになるとですね、非常にこの方のお名前を一番の

呼び込みに、平良孝七展としてするには、その資料の取り方とか、タイトル、

しかも内容には、写真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗を発表と、決め打ちしてい

るようなこの書きぶりからして、誰がどう読んでもこれは平良孝七自身がその

制作をして発表したものだというふうにしか理解できないような書きぶりにな

っています。そういったことも含めて根本的に、結果として中には平良孝七が

撮っていない写真も含まれていることが発覚をしたといういきさつの中で、そ

の一部に平良孝七さんの写真じゃないものが入っていましたということについ

てお詫びをしたと言っていますが、もちろん紛れたことも驚きなんですけど、

そもそもの問題は美術館で個人の名前で写真展をするということの本来のこう

いう企画に関わるそのものが、むしろ今問われているんじゃないのかなと。企

画の立て方ですね。そういう認識はないんですか。

先ほどの説明だと、それは平良孝七さんが深く関与したんだから、そういう

ふうなことが書かれた新聞記事があったんだから、それは正しかったというよ

うな説明なんですけど、そこはどういうことで沖縄県としては整理をしたんで

すか。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 このような企画展の写真展の企画実施につ

いては、博物館・美術館が学術的な調査判断の基にその館の責任として行って

いると考えております。

今回、結果として本人のものではない写真が紛れていたという事実が後で発

覚したというところで、当時は本人のものであるという判断をしたという経緯

があるかと思いますが、いずれにしろ要請者等からの御意見を事前に十分に意

思疎通がなされていなかったということとか、調査研究が不足であったという

ところの部分は十分に反省しなければいけないのかなと思っています。

○仲村未央委員 つまり、調査研究が十分だったら、こういうふうな書きぶり

にはなってなかったと思うんですよ。十分に平良孝七のことを調査研究した上
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でのその写真展であったら、写真集沖縄百万県民の苦悩と抵抗を発表と―こ

れは平良孝七が発表したものではない、著作というか制作編集は沖縄革新共闘

会議だったというふうに当然なるので、そこを聞いているんですけれども、違

いますか。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 今回の経緯も含めですね、博物館・美術館

において、当時どういう判断がなされ、なぜそういう判断をしたのかは館にお

いて慎重に検証はなされるべきだと考えます。

○仲村未央委員 あまりにも時間がかかりすぎているということについて、非

常に心配です。やっぱりそれは身内からもその指摘があってね、名誉毀損であ

ると。

そして、さらには指摘がされ続けている中であったにもかかわらず、その展

示期間の最終盤になって発刊された図録、いわゆる販売用の図録の中にも今の

ことがまさに指摘しているさなかに、間違っているよと言われている今の中身

を含んだ、それがあたかも事実でありますよということを書いてあるまま―

発行止めてください、これは差し止めてくださいって言っているにもかかわら

ず、そのまま発行して、結局、そのこともその販売停止を求められるような事

態になっているわけですよね。

だから、すごく時間がたつ中ですし、県立博物館・美術館、出先機関であり、

職員の皆さんもそこで直接に働いていらっしゃるというもんだから、それ博物

館・美術館が全部やることですよというような形で、今そんなに悠長に切り離

しておけるのかなということで、非常に心配ですけれども、その辺りはどのよ

うに考えますか。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 博物館・美術館の権限として、最終判断と

して企画展示を行うということになりますので、その過程で様々な御意見をい

ただいておりますので、やはりそこも館の責任においてですね、しっかりと検

証し、図録も含めまして適切な対応を、関係者に丁寧な説明を行いながら、か

つ迅速に行えるように我々のほうも情報共有していきたいと思っています。

○仲村未央委員 副館長に聞きますけれども、今その問題となっているその内

容も含んだ、指摘をされているさなかのものの説明が書かれているような図録

の即時販売停止ということがその御遺族をはじめ、関係者の皆様から要請があ

りますけれども、そのことについてはいかがされますか。
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○大川剛博物館・美術館美術館副館長 ３月20日に要請がございました件につ

いて、当館から説明した内容についてお知らせいたします。

まず、平良孝七氏の撮影ではない写真が図録に含まれていると御指摘があっ

た件につきまして、当館の調査研究が至らず十分ではなかった点があったこと

に関して、当館館長から要請者に対し率直に謝罪を行った次第であります。そ

して、回答書につきまして、これは要請書の内容を詳細に確認の上、要請内容

に対する対応の考えや図録作成に関する経緯をまとめ、期日までに要請者へ連

絡調整の上、回答文書を当館から手交することとしたい旨を説明いたしました。

現在、各書店において販売している図録に関しましては、販売元のほうから

御協力いただきまして、今一時的に販売停止の御協力をやっている次第です。

調整中でございます。そして、今度内容等につきましては、私どものいろいろ

調査の不足等もございましたので、そちらのほうについても修正を行った上で、

また調整を行って差し込み等の検討を行ってまいりたいと考えております。

○仲村未央委員 委員長、今まださなかのこともあるようですが、非常に県立

博物館・美術館の信用にも関わる、大きな問題含んでるのかなという感じもし

ますので、すぐ判断されるかどうかは別としても、長く時間がたっているんで

すよね。この１週間の話とかではなく、もう何か月もたった話でもあるので、

それでまだもし決着なかなか双方がうまくいかないということであれば、参考

人招致も検討必要なのかなというふうに思いますので、後でお取り計らいお願

いします。

○大浜一郎委員長 はい、分かりました。

後でまた話合いをしたいと思います。

○仲村未央委員 もう一点だけ聞かせてください。陳情令和４年第167号です

ね。これは前回指摘をして、いくつか修正加筆をされて今回きてますので、せ

っかく加筆もされていますから、少しお尋ねをしたいと思います。

世界から選ばれる持続可能な観光地を目指すことに関する陳情。たくさん項

目があるので、まず警察本部のほうからせっかく来ていらっしゃるので。まず、

船を無人にしないということのテーマですけれども、現に事業者の皆さんは、

今回の陳情処理方針にあるように、当然無人にしないということを前提に問題

なく営業していると考えていますかね。今実態としては、コスト削減のため小

規模事業者のほとんどと言われるような、船を無人にする営業形態というのが
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通常見られているということが、この陳情者の指摘だったんですよね。その辺

りは、実態も把握されていますか。

○下里秀輝地域課水上安全対策室長 船を無人化の関係はですね、現在のとこ

ろ、過去５年間で事故等の発生はありません。ただ、一部無人化にしたという

ような話もあるということは伺っております。ただその中で、条例にあるとお

り、ガイドダイバー以外が直ちにこれらの行動が取れる者を想定して、ロープ

とか、何かあった場合には救助活動するようにという形で想定の範囲内で一応

条例を運用しているところであります。あわせて、同条例の無人化にしないた

めの広報啓発活動として、立入りの強化とか、広報啓発活動などで周知徹底を

図っているところでございます。

○仲村未央委員 私たちハワイの状況を見てきたんですけれども、この船長と

インストラクターそれぞれ確保されなければならないと、いかなるときも船を

無人にしてはならないというのが常識ですよというのが国際的な話だったんで

すよね。その方向に持っていく可能性というか、それも含んで今皆さん検討さ

れていくのか、どうでしょうか。

○下里秀輝地域課水上安全対策室長 その件に関してはですね、安全性の確保

方策の調査研究を進めて対処をしてまいりたいと考えております。

○仲村未央委員 ぜひ非常に安全に関わる重要なことで、常識的に船長がイン

ストラクター兼ねて、船を無人にして空けっ放しにしているというような運航

というのが、もうハワイや他の観光地ではないというようなことが、何度も指

摘をされている中ですので、ぜひそこは検討に上げていただきたいと思います。

それから、観光部の陳情処理方針も少し触れたいんですけれども、５点目で

す。この間から言っているホエールスイムの禁止についての条例化ですけれど

も、今県の観光の視点から、例えば自然環境の保全と観光振興の両立に関して、

何かオーバーツーリズムを抑制するとかですね、こういった両立について具体

的に取り組んでいる事例というものはありますか。

○大城清剛観光振興課長 マリンレジャーの事業者向けのセミナーを行ってお

りまして、その中で安全・安心であるとか、環境に配慮するとか、そういうも

のをしっかりとセミナーのほうで実施をしまして、そういう意識の啓発という

ものを行っているところであります。ＳＤＧｓとかですね、高付加価値なサー
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ビスというのも全てつながってくるかと思っております。

○仲村未央委員 講習をしてますという意味の事例ではなくて、その質を維持

する、その担保するというようなためにやっている仕組みとして、沖縄県が独

自に取り組んでいることが何かありますか。

ホエールだけではなくて、要は自然環境を守ることと、その観光の両面を生

かすためにですね、環境に負荷をなるべくかけないために、オーバーツーリズ

ムを防ぐための仕組みがあるとかですね、そういった取組が具体的に何かあり

ますか。

○大城清剛観光振興課長 委員おっしゃったように、自然環境とのバランスと

いうか、こういうのが近年かなり注目されてきている内容だと。ＳＤＧｓ、本

当にここ数年でですね、かなり広がってきておりまして、県でも次年度サステ

ナブルツーリズムについての事業を立ち上げておりまして、そこで沖縄らしい

自然と産業とのバランスとかそういうものを協議会を持ちまして、話し合いま

してそういうのをきちんと取りまとめて、それを実施していくような体制を整

えていきたいと思っております。

○仲村未央委員 今はないということですね。

○大城清剛観光振興課長 サステナブルについては、これから、次年度ですね。

○仲村未央委員 すみません、終わりますが、やはりですね、私そのことにび

っくりしてるんですね。この間から言っている鯨のことは一例であって、あの

サンゴのこともかなり向こうのダイビング協会は20年もかけて、アンカリング

しないとか、ブイを設置するとか、具体的な取組をずっとやっているところも

あるわけですよね。

こういって沖縄の観光は自然が一番最大の売りですっていうふうに、Ｂｅ.Ｏ

ｋｉｎａｗａって皆さんブランド打ちながら、一つ取ってそういった質を維持

し担保して、これが唯一無二の国際観光地として売り出せるよということ、特

にオーバーツーリズムをどう防ぐかということの手だても含めて、その仕組み

を持っていないし、今から考えます、指摘があったので今初めていろいろ考え

始めましたということでは、結局今までずっと皆さんが名目にしてきたこの持

続可能ということが何だったんだろうというふうに、やっぱり思わざる得ない

んですね。今日は時間がないのでもう終わりますけれども、ぜひですね、そこ
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をこんなに身近に頑張っている事例もある中ですし、何度もみんなが言うよう

なハワイのこともありますので、早く取組を立ち上げて、しっかり誘導して県

の観光行政を果たしていただきたいと思います。

以上です。

○大浜一郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

新垣新委員。

○新垣新委員 131ページ。

世界から選ばれる持続可能な観光地を目指すことに関する陳情。

まず、記１、Ｂｅ.Ｏｋｉｎａｗａとうたいながらですね、沖縄県観光立県

という目指す姿がある中で、Ｗｉ－Ｆｉが県内全域に普及されていない。まず

ここから、世界に選ばれる持続可能な観光地、観光立県を誇れるものでじゃな

いかと思うんですけれども、いかがですか。

○大城清剛観光振興課長 沖縄県では、Ｂｅ.Ｏｋｉｎａｗａ Ｆｒｅｅ Ｗｉ

－Ｆｉという仕組みのほうを立ち上げておりまして、民設民営でＷｉ－Ｆｉの

ほうを設置していただいて、県はこの規格をきちんと統一して、広報とかきち

んとやりまして、そういうふうなＷｉ－Ｆｉが観光客の方が利用すべきところ

をきちんと立ち上げるというような方法で支援しているところでございます。

○新垣新委員 それが、本当に沖縄観光立県が目指す姿なんですか。

これは、普通考えるべきだと思うんですよね。なんで民のせいにするんです

か。そこら辺が、観光立県を目指すと言いながら言い訳の言葉ですよ、私から

言わせれば、観光客から言わせれば。だから不満があるから、私今回当初予算

でも担当課にも説明していますが、財源との問題と聞いてるもんですから、宿

泊税でこれを賄っていくべきじゃないかとか、いろんな形で官が責任を持って

やるべきじゃないかということも、再三再四担当課ともやり取りしてきました

けど、改めて時間をかけてでも構いません。これは官が責任を持って、Ｗｉ－

Ｆｉを沖縄県全域に普及していくべきだと。これ民間のせいにしては駄目です

よ、ひどいですよ、今の発言を聞くと。言葉だけ観光立県ですよ。

ぜひ部長、課長では酷なので、そこら辺目指す姿、まず誇れる観光でやるの

であれば、沖縄県全域にＷｉ－Ｆｉができるように頑張っていく姿ではないで

すか。ハワイを目指しているのですよね、ハワイもそこまでいってますよね、

どうですか。
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○大城清剛観光振興課長 沖縄県のほうもですね、Ｗｉ－Ｆｉはかなり普及し

ているというふうに我々は認識をしておりまして、国外の観光地に関しても、

例えばハワイのほうもそうですけど、ほとんどのホテルではＷｉ－Ｆｉつなが

りますし、あと空港でもつながります。

また、人が観光でたくさん来てる国際通りとか、そういうところでかなりつ

ながるということになっております。また、もちろん通信速度が遅いところが

あるとか、いろんな課題はあると思いますけど、この辺改善しながら今取組を

進めていきたいと考えております。

○新垣新委員 分かりました。部分部分悪いところがあるんですよ。平和祈念

公園とかですね、平和とうたいながら平和観光と言いながら、ひめゆりの塔や

石碑があるところはつながってないんですよ。だから、そこを私から言わせれ

ば官が責任を持つべきではないかと言っているんですよ。伝わらないんですよ。

子供たちは、こうやって学びに来ている前に何を調べるとか―現場で呼ば

れて現場で聞いてきて子供たちから、観光客の修学旅行生から。だから私ここ

まで言うんですよ。本当に誇れますかということですよ、私が言うのは。

○大城清剛観光振興課長 今委員がおっしゃった平和祈念公園はかなり敷地が

広くて、そこを全てカバーするとなるとかなり強力な鉄塔を建てて電波を飛ば

すとか、あの地域はたしか高速Ｗｉ－Ｆｉが来ていない部分があるとか、その

辺いろいろな技術的な難しい面もあるというふうに聞いておりますし、今後も

検討しなければいけない部分だと思っております。

○新垣新委員 年間50万人近く来る、南城市の斎場御嶽でもそういう障害があ

るんですよ、実は。だから本当に、こういう問題も解決しないで観光立県と言

えるのかということも含めてもう一度再検証して、民間民間じゃなくて官が責

任を持ってほしいんですよ。観光客は簡単に言うと嫌な思いをしているんです

よ、不愉快な思いをしているんですよ。これまたリピーターとなって帰って来

ますかということも、不愉快な思いをさせないでくれということを、部長、私

はそれを全て現場で呼ばれて現場に足を運んで生で体験して感じて今質問して

いるんですよ。そこら辺どう思いますか、部長。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 Ｂｅ.Ｏｋｉｎａｗａ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆ

ｉのシステムなんですけども、観光事業者さんと通信事業者、それから行政の
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ほうがそれぞれ役割分担をして、その運用が継続できるような仕組みというと

ころを構築したのが今の仕組みであります。

おっしゃるとおり、地域によっては事業者さんが負担しなければならないと

いう部分がどうしてもありますので、あるいは通信環境が整っていないという

ところの部分もありますので、そこの部分を通信事業者さん、観光事業者さん

のメリットといった部分と、行政が独自にやってる部分の連携といった部分は、

おっしゃるとおりどういう形でサービスのエリアが広げられるのかという部分

を連携して、いかに継続してこれを運営していけるかというところが非常に大

きな視点でしたので、そういうことも含めまして情報交換していきたいと思い

ます。

○新垣新委員 これだけは強く指摘します。Ｗｉ－Ｆｉは、まだまだ普及され

ていません。コロナでこれだけ観光客が減っても、こういう不満が出るくらい

ですから、ぜひこの現実を知っていただきたいということを強く―もう一度

再点検してですね、観光客が来てよかった、また沖縄に来たいとリピーターが

不愉快な思いをさせないように頑張ってほしいということを強く申入れいたし

ます。頑張ってください。

続きまして134ページ。

７、沖縄県警の外郭団体である沖縄マリンレジャーセイフティービューロー

のＳＤＯについてですね。自然海岸等でもよくいろんな形で悪質な業者等に関

する報道等がまだ絶えません。

その問題に対して、県警の見解はどう見てますか、伺います。

○下里秀輝地域課水上安全対策室長 悪質な業者に対しましては、立入調査の

徹底による指導も含め、各種法令を活用して強い姿勢で取り締まる所存で頑張

ってまいりたいと思っております。

○新垣新委員 今この自然海岸名を言えないのですが、このシーズンになると

カラオケを持ってきて、どんちゃん騒ぎをして歌うと、そういう等々もあるも

んですから、これ後で申し上げますけど、そういったものも業者が持ち込んで

来ているという情報もあるもんですから、そこら辺も徹底的な形で地域が安心

・安全、静かな生活ができるようにぜひ強く申入れをお願いをいたします。ぜ

ひこれは取締まりを徹底的に頑張ってください。

続きまして、150ページ。

復帰50年平良孝七展における人権侵害に係る展示の撤去等を求める陳情につ
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いてですね。実は３月21日地元紙の報道、遺族の奥さんが平良氏への侮辱だと

いう報道等において、今この陳情処理方針を見て、令和５年１月６日に展示３点

の取下げを行っておりますという形で、この153ページに問題となっているこ

の３点を取り除いていると。これどこで紛れ込んで誰が持ち込んだということ

ぐらいは普通分かっているはずだと思うんですよね。遺族もこれだけ強く申し

入れてですね。なぜ紛れ込んだのかということも、点検はなされているとは思

うんですよ。調査中という、そこら辺に関して見解を伺いたいと思います。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 当館の調査のほうで分かっておりまし

たのは、今回平良孝七氏の写真をお借りしていたのは、著作権者である名護博

物館からです。この第１章の写真集におきましても、この名護博物館のほうが

ネガの所蔵がございました。写真集は100点の写真があるのですが、そのうち

５点の写真については、ネガの存在が確認されておりませんでした。この５点

のうち今回判明しましたのが、１点ということになります。３点紛れ込んでい

るということについては、私どものほうは把握してございません。５点のうち

１点、ネガが名護博物館になく、ほかの方の撮影者であるということが分かっ

たのが今回１点ということになります。

○新垣新委員 これどうすればいいのかというと、１月３日に平良先生のもの

ではないというのを取ってるということは事実から確認は取れていますが、何

で入ったのか、誰が入れたのかというのは、普通分かるべきではないですか。

博物館としての責任の所在として分かるべきでしょう。普通は、何で分からな

いとか、これがおかしいなあと、第三者的な見方ですよ。ここが一番おかしい

んじゃないですか。そこら辺に調査とか検証とかですね、すべきではないです

か。ここら辺誰が持ち込んできたのとか、誰がこういうふうに置いたのとか、

あそこは全部ビデオカメラ置いてますよ。そこら辺分かっているんじゃないか

なと普通思っているんですけど、どうですか。ビデオカメラ置いてますよ、あ

そこ。

○大浜一郎委員長 休憩いたします。

（休憩中に、博物館・美術館美術館副館長から、調査の結果全ての写真

が平良孝七氏のものであるとした写真集を複写する形で第１章を展示

していたが、後の証言と調査によりネガが未確認だった写真のうち

１点が他者が撮影したものと判明したものであり、写真展で紛れたも
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のではないとの説明があった。）

○大浜一郎委員長 再開いたします。

新垣新委員。

○新垣新委員 分かりました。そこで４番目に移ります。知事は、人権じゅう

りんを館長の責任を明確にすることと。これは県としては要請者等への事前説

明が十分ではなかったことが今回の要請の一因となったものと考えており、本

展に関する要請等を真摯に受け止め、同館から引き続き丁寧に平良孝七展の修

正を求める会への説明を行うとともに、今後の展覧会開催や調査研究活動に生

かせるように取り組んでまいりますと。今、どういうふうに調査研究に取り組

んでいますか。今後このようなことがあってはいけないことなんですよ、実は。

誤ったメッセージを県民にまた、多くの方々に訴えてるということなんですよ

ね。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 今後のステップとして、どのように取

り組んでいくかということで、お答えさせていただきます。

まず、当館としましては要請者や関係各位など開催の趣旨や展示手法などに

ついて、より丁寧な連絡説明、そして信頼関係の構築を図りながら、展覧会開

催や調査研究に生かすことが必要であったと考えております。

当館は、今後の取組として展覧会開催については、今回の要請によりいただ

いた御意見等を真摯に受け止めまして、そして今後の展覧会については、開催

前の企画の段階から開催までにおいて、美術館内における協議のほか、研究者

や他館の学芸員などの連携を図るなど、多角的な視野からの意見や見識をいた

だきながら、展示の検討を重ねるプロセスを通して、当館においての展示等を

来館者に伝えることを生かしてまいります。

そして、調査研究におきましては、研究に必要な資料や文献の収集のほか、

他館学芸員との共同研究や研究成果の共有を連携して図るなど、資料から得ら

れる知見について、十分に吟味をした上で研究成果の発信に努めてまいりたい

と考えております。

○新垣新委員 ぜひこの問題に対してですね、何がどういう形で紛れ込んだの

かというのも大問題だなと思うと―この平良孝七展の修正を求める会と県は

何度かお会いしていますか、伺います。
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○大川剛博物館・美術館美術館副館長 要請者の方々からは、要請がございま

したのは合計４回でございます。そのうちの１回目が12月21日に要請がござい

ました。回答につきましては、同月28日に私副館長のほうから説明を申し上げ

ております。そして、２回目、３回目の要請につきましては、１月５日そして

１月10日にございました。これは、知事宛て県宛てへの要請としてありました。

回答につきましては、13日に意見の交換会を本庁において持ちましたが、知事

の回答文の手交を行っていただきたいという要望がございまして途中での終了

となっております。そして、４回目の要請につきましては、先にありました３月

20日の要請でございます。

○新垣新委員 ４回お会いした中でですね、調査していると思うんですね。あ

る程度大体分かってはいると思うんですよ。どういった誤りが入ってこういう

形になりましたとか、そういうこともまずは最初に申し入れた平良孝七展の修

正を求める会にきれいに丁寧に説明すべきだと思うんですけどね。そこら辺の

形は随時分かり次第とか進捗状況も説明していますか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 回答におきましては、その時判明して

いる事実、そして当館の考え等については、説明を行ってございます。事実関

係の周知につきまして、あと対応の周知といいますか、この展覧会におきまし

て展示会場の対応を行ったことにつきましては、事前といいますよりは、対応

を行ったことについての説明は行ってございます。

研究成果につきましてはですね、まだまだ私どものやはり調査・研究に不足

がございましたので、これについての報告はお恥ずかしい限りではございます

が、なされていない状況もあったかと考えております。

○新垣新委員 家族に対する意見交換及び随時説明、平良孝七展の修正を求め

る会と同様な形で行ってきていますか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 これは本年１月６日に要請がございま

した人権に係る展示の取下げを行いました。その際、翌日の１月７日、御遺族

の方が展示会場にお見えになっておりましたので、その際私が対応いたしまし

て、その展示の取下げと経緯については御説明を差し上げた次第ではあります。

○新垣新委員 ぜひ丁寧に丁寧に対応していただきますようお願いします。

最後に、160ページ。
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このウチナーンチュの沖縄県南米連絡事務所の開設を求める陳情。まず、南

米の前にウチナーンチュの本部センター事務所というのは、前々から提唱され

ていると思いますけれど、そこら辺の問題等の検討課題というのはどういうふ

うに検討されてきていますか。もうこれ10年近く前から訴えられてる問題だと

認識していますけど、どうですか。

〇上地聡参事兼交流推進課長 県では、人的ネットワークの継承、情報発信と

集約、交流促進、相談窓口、歴史継承の５つの機能を総合的に担うウチナーネ

ットワークコンシェルジュをＪＩＣＡ沖縄と連携して、令和３年４月に設置し

運営しております。

世界のウチナーンチュの交流拠点につきましては、設置を要請している世界

ウチナーンチュセンター設置支援委員会と意見交換を行いながらですね、必要

な機能を精査した上で、ＪＩＣＡ沖縄と連携し既存施設の活用を含めて現在の

ウチナーネットワークコンシェルジュの機能を拡充しつつ、その設置に向けて

取り組んでまいります。

○新垣新委員 これは何年前から協議会みたいな検討課題というものはやって

いますか。いつ頃に成果を出すとか、そこら辺の問題等において期待している

んですよ、正直言って。だからいつ頃までに成果出すというめどというのは言

えますか。

〇上地聡参事兼交流推進課長 先ほどの世界ウチナーンチュセンター設置支援

委員会とちょっといろいろ協議をもう少し重ねたいと思っておりまして、すみ

ません、いつ頃というのはまだ未定の状況でございます。

○新垣新委員 最後に、部長。この問題ですね、本当に沖縄から旅立った世界

中の関係者が早くこれを求める機会と、また大陸大陸にセンター棟みたいな形

も置いてくれという形、４年前にもアメリカ行った時にも大陸大陸に置いてく

れと。まずセンターから決めて、それから大陸大陸等に設置事務所を置いてく

れという形で理解しております。

ぜひこれ、一日も早く進むようにですね、部長、責任を持って頑張っていた

だきたいですけど、どうにか令和５年めどを決めていただきたいですけど、い

かがですか。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 世界ウチナーンチュセンター設置支援委員
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会などの関係者と継続的に意見交換を行っているところですが、今設置してい

るウチナーネットワークコンシェルジュの機能であるとか、あるいはルーツ検

索、あるいは図書館の移民資料展示とかですね。そういった、今ある機能とさ

らに求められている機能が何なのかというところの部分を関係者と意見交換を

進めながらですね、どういった形の拡充が可能なのかどうかという部分につい

て、継続的に調整してまいります。

○新垣新委員 頑張ってください。

以上です。

○大浜一郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

次呂久成崇委員。

〇次呂久成崇委員 仲村委員、新垣委員からもありましたこの平良孝七展なん

ですけれども、私のほうからも数点お聞きしたいと思います。

昨年12月からずっと今日までマスコミ等でも批判をされていてですね、この

回答と説明を行っていなくて、それが一昨日ですかね、対応謝罪したというこ

とでマスコミのほうにも報道されていたんですけれども、その間されなかった

理由というのは具体的に何なのかということをちょっとお聞きしたいです。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 要請をいただいた方々への説明につき

ましては、昨年12月28日にですね、当時、当館のこの展示を決めたいきさつ、

そして考え等については説明を行っております。

今回この３月20日に要請がございました件については、新たに調査によって

判明した事実について要請がございましたので、私どもとしてもそれは追加調

査を行って、確証を得た上でお詫びを申し上げた次第です。

当初、私どもの展示に対する考えや説明等については、回答と説明を行って

ございます。

〇次呂久成崇委員 展示をされてからですね、その展示内容等について人権侵

害のおそれがあるとかということでの批判が館のほうにもあったと思うんです

けれども、それが実際にニュースになってからその写真を実際に撤去したりと

かというような対応になったわけですよね。

その撤去する判断に至ったというような経緯、内容というのがやっぱり説明

不足ということが、本当に場当たりの対応なので、それが結局はいろんな批判
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をされる要因等をつくり出してしまったというふうに私は思うんですよ。そう

いう認識というのは、館のほうではどのように共有されているのでしょうか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 この要請の話題となりましたのが、こ

の第１章の複写展示について人権に対する問題があるのではないかというよう

な抗議内容がございました。私どもとしましては、この展示の主眼、意図とい

うものがございました。

それは、復帰当時の緊迫した世情といったものをやはりより多くの世代に御

理解いただくにはどうしたらいいのだろうかということで、この複写展示を決

めたわけでございますが、その後やはり御遺族の方であるとか、そういった方

々からもこのパネル展示の一部については、人権に対する問題があるのではな

いかとの要請を受けまして、私どもとしては、それは確かに人権に対する配慮

が必要であると考えまして、１月６日にこの展示の取下げを決めて作業を行っ

たところでございます。

〇次呂久成崇委員 今回、本人が発刊した写真集の複写を展示するという最初

お考えだったんですよね。それが、実際には中身が違うよということを指摘さ

れたということで、先ほど副館長の答弁で、他館のほうではそういう複写写真

展とかの複写に関しては実施されていることもあるということであったんです

けど、この他館というのはどの館とかというのは把握されていますか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 これはですね、令和３年２月であった

かと思いますが、たしか名古屋市美術館のほうで展示会がございました。もち

ろん、写真集のみをパネル展示にした写真展ではございませんで、その中の展

示手法の一つとして、写真集の複写を行った展示会といったものがあったとい

うのは事実でございます。

〇次呂久成崇委員 現在、館のほうで、例えば写真展というものはこの複写も

含んでの写真展、それともネガからの写真展というような―写真展というの

はこういうものだ、資料展というのはこういうものだというような明確な定義

というのはあるんでしょうか。

というのは、私はそういう明確な写真展というのは、複写をしたものも写真

展だ、ネガからやったものが写真展だというような明確な定義というのを館の

ほうがきちんと基準というのでしょうか。マニュアルがないから、今回のよう

なトラブルになったのかなというふうに思うんですよね。なので、明確に写真
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展というのはこういうものだというのがあれば、今回のものは最初から複写展

にしたらよかったんじゃないかなと思うぐらいなんですよ。なので、定義とい

うのをお持ちなのかというのをちょっとお聞きしたいと思います。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 当館としては、これが写真展である、

これは写真展とは言わないといった明確な定義はございません。ただ、今回の

展覧会に関しましては、表題にありますように平良孝七展として行いました。

これは、写真家である平良孝七氏の写真を紹介するほかにも、この写真家の

たどった人生の資料を来館者の皆様に紹介するということも非常に大きな意義

を持つ展覧会として、私どもは考えておりました。

ですので、写真を紹介すること、そして、併せて資料を紹介すること、これ

が今回の展覧会の大きな趣旨であったという認識をしております。

〇次呂久成崇委員 今回のような様々な問題が起きているんですけれども、や

はり今後どうしていくかということを再発防止も含めて考えたときに、私はや

っぱりそういう定義というのをきちんと館のほうでも明確に示したほうがいい

のかなというふうに思っています。今回のように、また様々な指摘があったり

したときに、どのような対応をするのかということも含めて、例えばマニュア

ルを作成をするとかということをやらないと、また同じような問題が発生する

可能性というのは私は十分にあるのかなというふうに思います。ぜひ今後の対

応等も含めてですね、定義―写真展というのはこういうものだとか、資料展

というのはこういうものだ。そして、その何か問題が起きたときには、こうい

う対応をするというような、やはりマニュアルの策定というのをきちんとやっ

て、ぜひ再発防止には心がけてほしいなというふうに思いますので、よろしく

お願いします。

以上です。

○大浜一郎委員長 休憩いたします。

午前11時48分休憩

午後１時20分再開

○大浜一郎委員長 再開いたします。

午前に引き続き、質疑を行います。

質疑はありませんか。
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山内末子委員。

〇山内末子委員 新規第６号。平良孝七展につきましては、午前中の流れの中

で経緯と今後の対応については、ある程度は理解をしているつもりではござい

ますけども、先ほどおっしゃっていた目的の話をしておりました。

歴史や御本人の性格、性質についても、人間としてちゃんと写真展を通して

伝えたいといったことがですね、今回の対応によって準備不足であったり、コ

ミュニケーション不足であったりといった原因を踏まえると、大変私は、この

復帰50年平良孝七展の写真展という中で、歴史やそれから後世に語り継いでい

くための芸術文化に水を差すような、言葉はちょっときついですけれど、汚点

を残すようなそういった写真展になってしまったんじゃないかと。それくらい

この件につきましては、重く受け止めなければならないのかなというふうに思

っています。

今後書店のほうではとりあえずは今販売については中断をしているというよ

うにおしゃってましたけれども、聞いているとやっぱり全てにおいて間違いだ

ったということが判明しているわけなんですよね。

ですからそういった間違いを改めないと、本については販売できないですよ、

してはいけないと思います。これを検証したからといって、理由をつけて何も

しないまま販売をしてしまうと、これはまさしく私は沖縄県の文化芸術という

ところに大きな失態だということも踏まえてですね、その件について中断して

いること、その先どうしたいのか、どうするべきなのかというところの議論に

ついて、お聞かせください。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 この一時的に販売店のほうから、今止

めていただいた上で、やはりこのまま再開してはやはり御指摘のとおりである

かと考えます。

内容等につきましては、またこれ以外にも誤植であるとかの修正を加えるこ

とも含めましてですね、これから調整、検討を図ってまいりたいと考えており

ます。

〇山内末子委員 ぜひですね、これは加筆なり修正するなり、そうした正当な

形での販売というふうに持っていかなければならないということで、そこをし

っかりと、そのためにも今回皆さん方から、陳情者の皆さんであったり御家族

であったり、関係者の皆さんとこれまで４回にわたって意見交換していると聞

いておりますけど、なかなかそれが向こうからすると、納得がいかないからこ



- 37 -
R5.03.23-05

経済労働委員会記録

ういった陳情が出てきているのですよね。

県のほうはしっかりと説明をしているというつもりであっても、説明がされ

ていないというのが、彼らの今回の陳情の趣旨にもなっておりますので、そこ

はぜひしっかり―謝罪をしたと言っているけど、謝罪の仕方がどうだったの

か。もう一度改めて、家族の皆さん、遺族の皆さんたちも含めて、それと関係

者の皆さんたちとさらなるコミュニケーションをしっかり取っていただいて、

この問題はこのまま終わらすというわけには絶対にいかないと思っております

ので、その辺のしっかりとした対応を今後ぜひお願いしたいと思います。

部長、これは博物館だけの仕事ではないですよ。復帰50年という私たち沖縄

県の仕事でもありますので、そこは部長としてどう責任を取っていて、どうい

う形でさらなる強化を進めていくのか、今後こういうことが起きないためには

どうしたらいいのか、というところは、やっぱり部長が一緒になってやるべき

だと思ってますけれども、部長の御感想なり、御決意をお願いいたします。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 これまでの経緯から、要請者への事前説明

であったりとか、あるいは情報共有であったりとか、あるいは博物館・美術館

のその時々の説明が不十分であったというふうには感じております。

また、館のほうでも調査研究不足だったというようなこともそういう認識も

ありますので、至らなかったという部分もですね、しっかり検証して、検証結

果に基づいて、今後の調査研究に生かすというような方針ですので、どういっ

た形で生かすのかという部分のプロセスをしっかりつくっていく必要があるの

かなと思っておりますので、主管部局としてそこの部分は一緒に情報共有しな

がら、必要に応じて助言なりをしていきたいと思っております。

以上です。

〇山内末子委員 ぜひお願いいたします。私この中で宮森小学校の事故の件の

写真がね、火災だとかね、誰が見てもこういうようなキャプションになるはず

はないんですよ。そういったところが全然分からなかったまま出されていると

いうこと自体が大変お粗末だということも強く指摘をしながら、こういったこ

とが二度とないような形でお願いしたいと思います。

もう一点だけお願いします。新規の陳情第36号ジャパンウィンターリーグへ

の支援を求める陳情。

今回のＷＢＣに沖縄県の選手が３人もいるということで沖縄の野球王国ここ

にありということを示してくれた、大変うれしい報告が昨日あったんですけれ

ど、沖縄ではそういった意味でもともとすごい野球熱の高いところであって、
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日本で初めてこのリーグを開催したということで、今回その成果を持っていま

したらお聞かせください。

○嘉数晃スポーツ振興課長 今回のジャパンウィンターリーグ、昨年の令和

４年11月24日から12月25日までの約１か月間、アトムホームスタジアム宜野湾

とコザしんきんスタジアム、ＡＮＡＢＡＬＬＰＡＲＫ浦添、あとオキハム読谷

平和の森球場の４球場で行われました。

参加された選手が66名いらっしゃいました。国内から59名、海外から７名の

参加がありまして、約１か月間試合を行いまして、それぞれの技術力を高めた

というところがございます。

また、成果といたしまして、トライアウトを目的に参加されている選手が多

い中で、31球団のスカウトがいらっしゃいました。その中で、実際にスカウト

された方が36人、その中で確定された方が８人―これは独立リーグのほうで

スカウトされている方がいらっしゃいます。あと、交渉が９人というところで、

スカウト継続中という報告を受けているところでございます。

〇山内末子委員 陳情者からもちょっとお話を伺うと、メジャーからも来てい

たということもあったり、小さな島沖縄にこうして世界からも注目されて、い

ろんな意味で来年再来年に向けても、さらに楽しみなリーグになるのかなとい

うふうに思います。

経費について、スタッフの人件費等のそういった経費を出しておりますけれ

ど、どういう立場の中でこの経費を出しているのか、この辺ちょっと経過につ

いてお聞かせください。

○嘉数晃スポーツ振興課長 沖縄県からの経費の支出ということで、沖縄県の

ほうではスポーツイベント支援事業がございます。沖縄県内においてですね、

スポーツの新たな取組に対するイベント経費に対する支援を行っている事業が

ございまして、こちらが１年目の立ち上げの時期に３分の２の支援で最大500万

円までの支援を行っている事業で、この事業は公募型の事業になるんですけれ

ども、昨年、ジャパンウィンターリーグさん、公募型の事業に応募いただいて

採択され、実施されたということになります。

〇山内末子委員 野球の選手、球団に入るのもタイミングって必要になってき

ますので、たまたま自分が怪我をしているときに、タイミングが悪くてという

子供たちは大変多いと思います。
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沖縄県の子供たちの野球に対する情熱と体力的なことについても、とても皆

さんから評価も高いですから、こういったリーグを通してですね、選手として

多くの方々が輩出されていくことがとても楽しみですので、ぜひそこも次年度

に向けてもしっかりとした体制を取っていただいてさらなる強化ができればと

思います。部長はたしか閉会式に行ったかと思いますけど、その雰囲気とかそ

の感想についてお聞きしたいと思います。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 先ほどウィンターリーグの会場の説明があ

りましたけれども、「陽の目を浴びていない場所に光を」というキャッチフレ

ーズで、何らかのチャンスを逃してしまったとか、けがというところで途中で

挫折してしまったという人たちを、もう一度チャンスをというところでですね、

選手に活路を見いだしてもらうための取組というふうに理解しております。ま

た、見いだすための工夫というところで、日本で初めての長期トライアウトで

あったりとか、リモートスカウティングであったりとか、ユーチューブで配信

をしてスカウティングできるというものとか、トレーナーを講師としての体づ

くりでの支援とか、そういった選手に寄り添うような形の工夫もやられている

かと思います。

また、沖縄でやることによって、少年野球とか地域のスポーツとかの雰囲気

醸成とかというふうな部分にもつながりますし、スポーツコンベンションとい

う沖縄の取組にも沿うようなものだというふうに思っておりますので、支援事

業としては公募という形にはなりますけれども、沖縄で行うことの優位性とい

う部分についてしっかりと主張していただいて、次年度以降も関係性を持ち続

けられればいいなと思っています。

〇山内末子委員 よろしくお願いします。

以上です。

○大浜一郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

西銘啓史郎委員。

○西銘啓史郎委員 今山内委員からあった、ジャパンウィンターリーグについ

て、158ページですね、質問したいと思います。

一般質問でも取り上げたので、あまり深くはあれですけども、今部長がおっ

しゃったように、「陽の目を浴びていない場所に光を」というコンセプト、私

たちも説明を聞いて、非常に素晴らしいことだなと思いました。
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一般質問でも申し上げましたが、トライアウトというのは普通は１日で終わ

るものを１か月やることでいろんなチャンスを選手に与えられるということ

と、それから66名が国内外から来ているということで、やはりこの方々が１か

月いるということは、仮に60名が30泊したときには、1800日泊なるわけですよ

ね。ですから、五、六百人の修学旅行が３泊することと同じ効果だと僕は思っ

ております。ですから、60人が１か月いるということは、それなりに飲食もす

るし、その観光ではないにしても、沖縄の経済に与える効果も大きいと思うの

で、私はどうにかこの事業は育てていってほしいという気持ちであります。

その中で質問です。159ページに移りますけれども、スポーツツーリズムの

推進を目的にしたこの事業ですけれども、令和５年度の予算は幾らでしょうか。

○嘉数晃スポーツ振興課長 令和５年度は1600万円の予算を準備しておりま

す。

○西銘啓史郎委員 今回、これはまた公募で手を挙げる場合は、この事業から

の支出になりますか。

○嘉数晃スポーツ振興課長 同事業は、３年間継続して行える事業でありまし

て、ただし毎年競争型の公募型の事業になります。なので、今回、ジャパンウ

ィンターリーグさんは前にお話を聞いたところ、令和５年度に関してもこの事

業に応募するということで考えているようです。

○西銘啓史郎委員 本当にＷＢＣ、それからまた、甲子園選抜―明日の予定

が延期になったらしいですけれども、やはり沖縄県民の野球熱っていうのはす

ごいですし、このウィンターリーグに参加する方は沖縄の方だけではないにし

ても、沖縄の選手が今日たしか記者会見していると思うんですけれども、２名

ほど北海道のリーグに決まったとかですね。要は、少しでもチャンスを与える。

結果的にプロになれない、大成しないにしても、プロのスカウトから見て沖縄

の方だったり、県外の方でもそういうチャンスを与えるということは非常にい

いことだと思います。

しかも時期的には11月キャンプの前ですし、球場の確保も大変だと聞いてい

ます。要請にあるけれども、県としては、市町村の情報提供も大事なんですが、

やはりこれを県として育てていくんだという気があれば、球場の確保も各市町

村にも優先的にということもお願いしてほしいと思います。

実は、我々観光・スポーツ振興議員連盟の中川会長と幹事長の私でこの話を
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受けました。議連としてもしっかり取り組んでほしいということでしたので、

私たちもできる限りのことは一生懸命したいと思っています。スポンサー探し

も含めてですね。

ですから、この件については、ぜひ県の協力もお願いしたいことと、ひいて

は沖縄観光にもつながる、経済にもつながるという観点で、ぜひ大事に育てて

いただければなというふうに思います。

これについては、以上ですが、部長、最後に今の件でお考えをもう一度聞か

せてください。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 支援を予定しているスポーツイベント支援

事業につきましては、３年間を想定しているということで、ウィンターリーグ

さんについては、２年目を迎えてこの事業に公募したいという意欲もあるかと

思っています。

また、県としましても、沖縄で行う優位性、あるいは今後の自走化に向けた

継続性とか発展性とか、その地域を巻き込んで協力体制を得られるとかという

ような準備をやられているかと思いますので、そういったことも含めてですね、

連携して取り組めればと思いますし、陳情にありますような施設の使用という

部分につきましては、どうしても市町村の自主的な判断ではございますけれど

も、そういうリーグの趣旨とかをしっかり説明してですね、円滑に使用できる

ような支援というのは、やっていきたいと思います。

○西銘啓史郎委員 128ページ。

うちなーぐちを伝統的表記法に戻すよう求める陳情というのがありますけれ

ども、それで幾つか質問したいんですが、経過・処理方針のところで、平成30年

度にしまくとぅば正書法検討委員会を立ち上げたとありますが、この主要メン

バーの方と何回ぐらい議論されたのか、ちょっと教えてください。

○松堂徳明文化振興課長 この名称につきましては、しまくとぅばの普及・継

承に効果的な正書法を検討するために立ち上げた検討会になりまして、平成

30年度に立ち上げております。

平成30年度は、１回実施しまして、作業の進め方の方法とか、そういったも

のを確認しております。

令和元年度につきましては、２回実施しておりまして、音節表の案の検討と

か、どういったまとめ方が必要かという検討をしております。

令和２年度につきましては、新型コロナウィルス感染症拡大のため、未実施
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となりまして、令和３年度につきましては、４回実施しまして、音節表の案の

検討、修正及び取りまとめを行ってきたところでございます。

このしまくとぅば正書法検討委員会の委員の構成といたしましては、学識経

験者が５名、普及関係者が２名、教育関係者が１名及び県１名という構成にな

っております。

以上でございます。

○西銘啓史郎委員 ということは、トータルでは７回開催したということでよ

ろしいでしょうか。私もいろいろ資料を県のほうからも取り寄せて見ましたけ

れども、この陳情者は伝統的表記法があるとういうことがありますけれども、

伝統的表記法というのは県としてはどのように認識しているのでしょうか。

○松堂徳明文化振興課長 しまくとぅばにつきましては、県内５地域で様々な

言葉が伝統的に引き継がれてきています。この件につきましては、ユネスコの

ほうでもですね、例えば国頭語、中南部の言葉、あるいは宮古、八重山、与那

国、それぞれの言葉が消滅危機にあるとなっております。

県といたしましては、これら５地域の言葉がそれぞれ伝統的に引き継がれて

きていると考えられておりまして、今回の表記につきましては、まず、各地域

ごとの言葉を五十音形式でちゃんと整理しましょうということで、各地域５地

域の地域表記という形で整理してきたところでございます。

○西銘啓史郎委員 県のホームページからこの表記についてという資料を読ま

せてもらいました。それから、この中でちょっと気になるのが、表記の現状が

あり、必要性がありと書かれていて、それから基本的な考え方、それから表記

の方法、それから地域表記。地域表記の中で①から④まであって、表音性、そ

れから簡潔性、体系性、親近性というのがあるんですけれども、特に表音性の

ところを見ると片仮名の表記になっているんですけれども、その前にクエスチ

ョンマークがついたり、いろいろ小さなつがついたりですね、もっと発音が難

しくなるんじゃないかなという気がしているわけですよ。

ですから、検討委員会のメンバーの方には学識経験者がいらっしゃるという

ことですけれども、この伝統的表記法、要は平仮名と漢字を使ったほうがいい

んじゃないかという陳情者のお話だと多分思うんです。

例えば、皆さんが出しているしまくとぅば読本がありますね、私も取り寄せ

てもらいました。これ中学生のものを見ると漢字と平仮名で書かれているんで

すよね。これ今後、片仮名といった文字に変わるんでしょうか。これも同じよ



- 43 -
R5.03.23-05

経済労働委員会記録

うに、八重山、宮古、中南部、北部、与那国入っていますけど、これは2019年

に第４版が発行されていますが、今後この表記はどのようになるんですか。

○松堂徳明文化振興課長 今回この表記を整理するに当たりまして、しまくと

ぅばには日本語にはない音素があることなどの理由からしまくとぅばの発音ど

おりに表現することがまず重要だということを目的に整理してきてございま

す。

当然、その中でこれまで各地域でやられた漢字仮名混じり、あるいはローマ

字、国際音声記号などによる、各地域や研究者等において使用されてきた表記

がございますが、まずそういった表記を否定するものではないということを前

提の下に、ただ一方では、今回この読本の中に平仮名とかありますけど、例え

ば平仮名と片仮名を比較した場合に、特に長音になりますけど、ちょっと例で

挙げますと、兄弟という言葉をしまくとぅばであったら、我々チョーデーとや

ります―片仮名でやった場合には、チに小さいヨに長音符号にデに長音符号

となりますけど、仮に平仮名でやった場合には、ちに小さいよに、うでいとい

う形で、なかなか子供たちに教える中で少し難しいという部分の意見等も多々

ございました。

そのため、学校授業などでしまくとぅばを学ぶ時に、日本語の表記の原則か

ら大きく外れないことを前提にですね、特に児童、生徒でも分かりやすいとい

う視点を考慮して、今回の表記の中では片仮名ということで、位置づけてきて

いるところでございます。

今後この読本等につきましても、現在アーカイブ事業で各地域の音声を収録

しております。その音声と連携しながら、子供たちが学びやすいように片仮名

をベースとなりますが、そういった教材を作っていきたいと考えているところ

でございます。

以上です。

○西銘啓史郎委員 私実は、小学校の教頭先生に何名かに電話をしてこの読本

のことを聞きました。県の教育委員会の義務教育課のほうでアンケートを取ら

れて、学校がどのように活用しているのかも含めてそういうアンケートで答え

ていますと、ある教頭からは私も聞きました。まだデータはもらっていません

けど、県にはこの読本がどのように使われて、例えばこれを片仮名表記に変え

ることによるいろんな弊害といったらおかしいですけれど、この片仮名よりは

平仮名と漢字のほうがずっと分かりやすいと、私個人的には思います。

しかし、この検討委員会でもう統一していこうということになってるって今
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御答弁あったように、これはもう片仮名に変えていくということですよね。

この辺を学校の先生方、現場の方々の声をどのように把握していますか。何

かアンケートのデータをお持ちですか。できたら提出していただきたいんです

けど、学校側がこれをどのように活用しているとか、今後この表記を変えるこ

とに対して、この新聞が出した県が発表した表記をまとめるっていう記事です

けども、これに対してどういう声が上がっているのか、アンケートがもし分か

れば教えてください。

○松堂徳明文化振興課長 現在、このしまくとぅばを学校現場で活用するに当

たっては、教育庁のほうと連携させていただいております。

その中で、西銘委員からございましたように、この読本の活用状況調査とい

うことを教育委員会のほうで行っております。そのデータにつきましては、少

し教育委員会に確認しながらですね、提供できるかどうか検討したいと思いま

す。

よろしくお願いします。

○西銘啓史郎委員 実は私これを見てみたんですけど、ぜひですね、この読本

の監修の中に皆さんからいただいた学識経験者３名入っていらっしゃるんです

よ。平仮名で表記している方々、３名の学識経験者の御名前申し上げませんけ

ども、この監修の中に入っているわけですね。

ですから、この方々は別に平仮名でいいと思ったのかどうか、私議事録を全

部見ているわけではないので、いろいろな意見があって片仮名に統一したと思

うんですけれども、この辺はやっぱりもうちょっとしっかりですね、検討すべ

きではないかと。

実は、皆さんの新聞によると、表記の統一については今後も慎重に検討して

いく必要があると話しているんですが、玉城知事はこれについては、普及事業

でも活用して普及継承の効果を高めていきたいとあるんですけどね。

私は一般質問でも何度も申し上げます。しまくとぅば自体を否定するわけで

はないんですけれども、この普及の仕方、今まで皆さんが９年間かけて７億使

ってきた事業をですね、本当に効果があるのかどうかも含めて、この読本の使

われ方、それからこの陳情者にあるように、どういった表記法が本当にいいの

か。もちろん皆さんとしては検討委員会に委託をして、それをまとめた答申が

出て、県としてはこういうふうにしますという決定をしたと私は理解していま

すけれども、大事なことは、記事にもあるようにいろんな意見があると、そう

いった声を大事にすることが私は大切だと思うんですよね。
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この陳情者も、恐らく知事にお会いしたと私は思います。ですから、お会い

したこの陳情者の方々の思いも含めて、今後こういったものをどうすべきかと

いうのは、もう一度しっかり私は議論をしていただきたい。

私個人的には、学校の教頭先生に聞いてますけれども、どれだけ活用されて

いるのか。また、これが表記が変わることによる影響はどうなのかね。

片仮名に変えて分かりにくい、読みにくい、発音しにくいということになら

ないように、しっかりもう一度議論もしていただきたい。検討委員会も終わっ

ているので、答申は出ているので、これをどうするのかは県の最終的な判断だ

と思うんですが、ぜひそういった陳情者の思いも含めて、私は検討をし直した

ほうがいいと個人的にはそう思うので、強く要請をしておきます。

最後に部長、私もいろいろ読ませてもらいましたけれども、前にも言いまし

た父母が方言しゃべって聞いた記憶はあるのですが、自分はしゃべれないんで

す。何度も言うようにしまくとぅばを大事だということは私は否定しませんの

で、陳情者はうちなーぐちという言葉をあえて使ってますが、この辺も含めて

部長のちょっと思いを最後聞かせてください。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 しまくとぅばは、琉球舞踊、組踊、島唄と

地域の行事等に使用され、沖縄文化の基層というふうに考えておりますが、一

方で消滅危機の状況にあると。特に現在使われている方々が高齢化していると

いうところもですね、非常に今しっかり取組を行わないと継承が危ないんじゃ

ないかというふうに危機感を持っているところですので、今やっている取組と

いうのは、しまくとぅばに触れる機会を増やす、そこが各世代、小学校入学前

から大人、家庭に至るまで触れる機会を増やしたいというところと、その触れ

るに当たっていろんなアーカイブで収集したものであるとか、これまでの教材

という部分を分かりやすく工夫していきたいというふうに思っていますので、

日頃からどういう形で活用したらいいのかというところを、実際のその活動し

ている団体とも意見交換を進めながら取り組んでいきたいと思います。

○大浜一郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

大城憲幸委員。

○大城憲幸委員 視点はですね、午前中も観光のハード面とか整備するのは県

の責任でやるべきという議論がありました。令和５年の予算の議論の中でも、

やっぱり観光は三方よしで、観光客も当然、事業者も県民も喜ぶ観光産業を目

指すという議論がありました。
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個人的には、私はそういう今後沖縄県民が観光客が来てよかったなあと、観

光客がたくさん来て我々の生活は豊かになったなあと実感するためには、やっ

ぱりその環境を整備するための観光税の導入というのは避けては通れないと思

うし、やるべきだと思っているんですよ。

我々経労委でハワイに行っても、やっぱりハワイはこういうコロナ禍でも観

光税を増額している。そして、自然環境を含めて観光の環境を整備するために

は、沖縄も税金を、観光税を導入すべきだというのはハワイからも助言のよう

な形でありました。

その前提で、ただやっぱり我々は観光業界との信頼関係が大事だと思うんで

すよね、そういう意味でもですね。それを前提に今日言いたいのは、その１点

だけなんですけれども、陳情は136ページの令和４年第168号、沖縄ツーリズム

産業団体協議会からの陳情なんですね。冒頭のものが趣旨ですから、細かい議

論はするつもりはありません。

ただこれでも、大項目で６項目、項目からしたら10項目ぐらいあって、この

２年間でもこの団体から４回の陳情が来ているんですよ。この団体は皆さん御

存じのとおりで、会長は沖縄観光コンベンションビューローの会長で、当然観

光業、航空業、レンタカー、バス、ホテル、旅館、飲食業、35の会員団体が入

っている産業団体ですよね。

こういう団体からこれだけの―中身見たら非常に細かいことなんかも入っ

ているんですけれども、やっぱりこれまでは沖縄の観光産業というのは県とコ

ンベンションビューローが車の両輪で具体的に施策を進めたはずなのに、それ

を我々議会に対して、具体的な項目が上がるのは議会としては政策提言と受け

入れて勉強する機会という考え方もできますけれども、この短期間でこんなに

も何回も出てくるというのは、やっぱり県に対する不信感という部分は大きい

んじゃないかなあと思うんです。

まず部長がいいのかな、この団体以外もコロナもあって、50ぐらいの陳情が

この数年たまっているわけですけれども、その辺に関してどう考えているのか

お願いします。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 観光業界との信頼関係、あるいは意見交換、

意思の疎通がなかったんじゃないかという趣旨かと思いますが、県としては今

年度もですね、年度初めから５月、それから11月、その後も定期的に意見交換

を行っているところです。その都度都度、意見を承ってそれを補正予算に計上

する財源を確保しながらですね。様々な事業の補正予算をその都度計上しつつ、

かつ確保できた予算については迅速に執行すると、そういうような努力はして
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きたつもりではありますけれども、そういうふうに陳情なりが繰り返されたと

いうことは、それだけ沖縄観光を取り巻く状況、事業者さんを取り巻く状況が

ずっと厳しい状況が続いていたことに対してですね、行政に対する要請だった

のかなというふうに思っております。

○大城憲幸委員 今あるように、これだけ誰も経験したことがないような状況、

特に観光業というのが本当に大変な状況でしたから、どんなに職員が誠心誠意

対応をしても、我々はもうもたないよという悲鳴は当然出てくると思うし、そ

こは当然こういう時期だからたくさん陳情が出てくるのはそのとおりだと思い

ますよ。

ただやっぱり先ほど、今日午前中からあるこの文化行政に関する、平良先生

なんかも含めて、これまで沖縄の文化行政に対して貢献もしてきた協力もして

きたつもりなのに、こういうことがあってなかなか誠意をもって対応してくれ

ないとかという、やっぱり感情的な部分も残っているのかなというふうに見な

がら強く感じるわけですよね。

だから、それこそやっぱり長になる知事、あるいは部長がその辺はこういう

時代だからこそ、しっかり職員の皆さんも頑張っているかもしれないけれども、

もう一度観光行政を担ってきた各団体の皆さんとの向き合い方を考えようよと

いうようなリーダーシップを取らないとなかなか前に進めないのかなというふ

うに感じるんですよね。

それで、具体的に観光税の議論にしますけれども、陳情で110ページ。

これまさに、宿泊税の検討に関する陳情なんですけれどもね。ここの下の七、

八行ぐらいにあるのは、やっぱり宿泊税の検討に関する陳情の中では、今回の

県による突然の観光振興基金設置は、宿泊税実施につながる前提であると疑わ

ざる得ないとか。非常にホテル・宿泊業界としても看過できず、その動きに対

しては強い抗議の意を表すものとするとか。

やっぱり、こういう皆さんが県の職員も厳しい中でも、しっかりと誠意をも

って向き合ってくれているというような肌感覚があれば、あんまりこういう表

現は出てこないと思うんですよね。

だから、冒頭に言った私は今後の沖縄を三方よしの観光産業にするためにも

この観光税の議論を何かスケジュールを決めてやるのではなくて、まずはこの

業界団体の皆さんとの信頼関係をしっかりと築いて、それからやっていくとい

うようなことにしかその方法はないと思うし。それは観光税だけでは、宿泊税

だけではなくて、それ以外の施策を進めるためにも、このコロナで痛んでしま

った信頼関係をどう回復するのかというのは、令和５年の本当に喫緊の一番の
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大事な課題なのかなというふうに感じているんですけれども、その辺について

部長お願いします。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 観光目的税を、沖縄が世界に誇れる観光リ

ゾート地として発展していくことを目指すとともに、県民生活と調和した持続

的な観光振興を図る観点からですね、ぜひとも必要だというふうに考えており

ます。

その導入に向けた取組についてはですね、おっしゃるとおり沖縄観光を取り

巻く情勢の変化を適切に把握するとともに、その取り巻く状況というところを

随時確認しながら、観光事業者と意見交換を密にしつつ、今ある制度設計部分

も丁寧に説明しながら、御意見を伺いながら、時期も含めて意見交換を進めな

がら検討を行っていきたいと思っています。

○大城憲幸委員 最後の要望にしますけれども、今言うような情勢を見るのも

大事、意見交換から始まるというのも分かる。ただやっぱり一番大事なところ

はお互いが厳しい中でも必死で頑張っているという相手を認め合いながら、尊

重し合いながら、それから信頼関係ができていくものだと思いますので、ちょ

っと午前の議論もなかなかかみ合っていない部分もあったもんですからね。

しっかりその辺は大変な中ではあるとは思いますけれども、令和５年の取組、

しっかり信頼関係を築けるように要望をいたします。

以上です。

○大浜一郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

中川京貴委員。

○中川京貴委員 私も先ほど山内委員と西銘委員の質疑がありました、158ペ

ージの第36号ジャパンウィンターリーグへの支援を求める陳情について。

まず、評価したいのは、経過・処理方針を見て、大変感心いたしました。こ

こに書かれているとおりですね、施設については市町村と連携を取って情報提

供してまいりたいと。先ほど部長も答弁しておりましたけれども、施設におい

ては市町村の判断になるということでありますけれども、やはり市町村も県が

そういった支援をしていただくとね、市町村の施設も利用しやすくなると思っ

ているんですよ。そういった意味では、やっぱり日の当たらなかった選手も含

めて、私は大切な支援事業だと思っております。

そして、もう一つは玉城知事も施政方針の中で、人材育成、未来への投資と
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いうのを言っておりましたので、ぜひこういった事業が継続できるように県と

しても後方支援していただきたいと思いますが、部長いかがでしょうか。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 先ほども答弁申し上げましたように、施設

の利用につきましては、一義的には市町村の判断にはなりますけれども、ウィ

ンターリーグの趣旨と取組状況をですね、県としても一緒になって説明をして

円滑な利用ができるような形というところを連携したいと思います。令和５年

度以降の支援事業につきましても、公募事業ではございますけれども、そこは

取組という部分をしっかりと説明していただいて、今後も行政も連携して、取

組自体は人材育成であったり、あるいはスポーツアイランド、スポーツコンベ

ンション、そういった趣旨に沿うような部分ではありますので、その取組につ

いて行政としてもしっかり連携できればなというふうに思っています。

○中川京貴委員 部長、ＷＢＣ日本は世界一、我が沖縄県選手から山川選手、

そして宮城選手、大城選手、多くの県民や国民に夢と希望を与えたと思ってい

るんです。感動ですね。そういった意味ではやはりスポーツするのは本人の個

人の努力だと思いますが、そういった環境を整えるのが僕は行政や我々議会の

仕事だと思っていますので、ぜひ御支援賜ります。

以上で終わります。

○大浜一郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

玉城武光委員。

○玉城武光委員 最初にですね、新しい陳情の第６号。午前中からも含めてい

ろいろな意見もあって、館長が謝罪をしたということで説明があって、皆さん

のほうから謝罪したから終わりじゃないという話もあって。

私はですね、先ほども話があったんですけど、皆さんの今後の対応が非常に

大事だと思うんですが、その関係者の方々に再度説明するとか、そういうこと

を含めてもう一度やるべきじゃないかなと思うのですが、いかがですか。

○大川剛博物館・美術館美術館副館長 やはり要請いただいた方の思い、そし

てお気持ちというのはやっぱり厳粛に受け止めるべきであると考えます。

先ほど、要請のありましたこの図録の件に関してもそうですが、やはり御納

得いただけるよう、私どもとしてもやっぱり誠心誠意対応していく必要がある

と考えます。この内容等につきましてもですね、今後調整等図ってまいりたい
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と思います。

○玉城武光委員 これ館長の館じゃなくて、文化観光スポーツ部としてそうい

う対応をしっかり協議してやっていただきたいですね。これね、部長どうです

か。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 これまでのですね、関係者への説明、ある

いは調査研究が不足していたというようなことを十分に反省し、これまでの課

題をしっかり検証して、それを次の研究活動あるいは展示活動に生かすという

ことが大事だと思いますので、その生かすためのプロセスというところをしっ

かりつくる必要があるのかなと思っています。

その取組については、博物館・美術館が学術的な専門的な知見から確立して

いくことになろうかと思いますけれども、その過程についてですね、丁寧な関

係者の説明方法等も含めて、部としても情報共有をしつつ必要な助言を行って

まいりたいと思っています。

○玉城武光委員 ぜひそういう方向でね、実施していただきたい。

次にですね、陳情の令和３年第60号。いろいろ文化観光スポーツ部で観光関

連の支援策をやっているんですが、具体的に見えないんですよ。見えないとい

うよりは、できたらこういう事業でやってこれだけの事業者にどれくらいの支

援をしたと、何件を支援したと。そういうところをぜひ一つにまとめて、私た

ち経済労働委員会の皆さんに配付できないですかね。

例えば、この第60号の中に、観光事業のために最大で500万円を補助すると

いうことを実施しております。実施したと思うんですよ。これを何社にしたの

か。幾らの予算を計上したのかというのを。

○平田いずみ観光事業者等支援課長 観光事業者等支援課のほうでは、これま

でにおきなわ事業者復活支援金ですとか、観光事業者事業継続・経営改善サポ

ート事業のほうを実施しております。こちらのほうで実績を申し上げますと、

令和４年度の実績としまして、個人・法人合計で１万5098件に19億3052万

9000円、こちらはおきなわ事業者復活支援金のほうを支援しております。

そして、観光事業者事業継続・経営改善サポート事業のほうでは個人・法人

合わせまして341件に年度内に交付決定をして、こちらが６億2460万円でござ

います。
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○玉城武光委員 そういう間にね、バス・タクシーも支援してますよね。それ

からレンタカー。そういうところに、こういうことで支援したということを分

かるように私たちに配付してもらいたいんですが、どうですか。

○宮城嗣吉文化観光スポーツ部長 これまでにですね、先ほどありましたおき

なわ事業者復活支援金であるとか、観光事業者事業継続・経営改善サポート事

業であるとか、それから観光事業者受入体制再構築等緊急支援事業とか、あと

観光事業者の人材育成のための労働環境整備に資するような事業とか、そうい

った部分を今予算措置しているところでありますけれども、一部につきまして

は繰越しして令和５年度も継続して実施することもしておりますので、令和

４年度の実績として支給したものについては支給済額というところと、それか

ら、中途の部分については交付決定額というところの部分で整理して、資料提

供したいと思います。

○玉城武光委員 よろしくお願いします。

終わります。

○大浜一郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 質疑なしと認めます。

以上で、文化観光スポーツ部関係の陳情に対する質疑を終結いたします。

説明員の皆さん、大変御苦労さまでした。

休憩いたします。

（休憩中に、執行部退席。陳情第６号に係る参考人招致について協議を

行った結果、次回の執行部の処理概要を確認後に必要性を検討しては

どうかとの意見があり、意見の一致を見なかった。)

○大浜一郎委員長 再開いたします。

議案及び陳情等に対する質疑については全て終結し、採決を残すのみとなっ

ております。

議案及び陳情等の採決を議題といたします。

休憩いたします。
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（休憩中に、議案等の採決の順序等について協議）

○大浜一郎委員長 再開いたします。

これより、議案及び陳情等の採決を行います。

まず、乙第14号議案沖縄県営土地改良事業分担金徴収条例及び沖縄県国営土

地改良事業負担金徴収条例の一部を改正する条例及び乙第15号議案沖縄県新型

コロナウイルス感染症対応中小企業事業資金調達支援基金条例の一部を改正す

る条例の条例議案２件を一括して簡易採決いたします。

お諮りいたします。

ただいまの議案２件は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、乙第14号議案及び乙第15号議案は、原案のとおり可決されました。

次に、請願及び陳情の採決を行います。

陳情等の採決に入ります前に、その取扱いについて御協議をお願いいたしま

す。

休憩いたします。

（休憩中に、議案等採決区分表により協議）

○大浜一郎委員長 再開いたします。

お諮りいたします。

陳情等については、休憩中に御協議いたしましたとおり陳情令和２年第

110号、陳情令和３年第84号の２、同第160号、同第174号の２、同第226号、同

第229号の２、同第233号、同第236号及び陳情第18号については採択とし、そ

の他については継続審査等とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

次に、閉会中継続審査・調査事件の申出の件についてを議題といたします。
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先ほど、閉会中継続審査・調査すべきものとして決定した請願２件及び陳情

80件並びに本委員会所管事務調査事項を閉会中継続審査及び調査事件として、

議長に申し出たいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

次に、お諮りいたします。

ただいま議決しました議案等に対する委員会審査報告書の作成等につきまし

ては、委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

次に、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている観光産業の再興に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

当該改正条例については、従来の条例の期限が令和５年３月31日までになっ

ておりますが、本県の観光産業は、いまだ人材の確保など新型コロナウイルス

感染症の深刻な影響に起因した重大な課題に直面しております。

このような現状に鑑み、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている観光

産業の再興に関する条例の期限を延長するための改正条例を提案させていただ

く次第であります。

改正条例の提案理由は、今述べたとおりであります。

質疑はありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 質疑なしと認めます。

それでは、委員長を提出者とする委員会提出議案を提出するかどうかについ

て、御協議をお願いいたします。

休憩いたします。

（休憩中に、委員会提出議案の提出について協議）
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○大浜一郎委員長 再開いたします。

お諮りいたします。

委員会提出議案として、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている観光

産業の再興に関する条例の一部を改正する条例をお手元に配付してあります案

のとおり提出することに決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

次に、視察・調査についてを議題といたします。

休憩いたします。

（休憩中に、県内視察・調査日程等について協議した結果、宜野座村に

県立農業大学校の移転整備状況について及びうるま市に沖縄出光株式

会社（沖縄油槽所）について、視察・調査を行うことで意見の一致を

見た。)

○大浜一郎委員長 再開いたします。

お諮りいたします。

視察・調査につきましては、休憩中に御協議いたしましたとおり決すること

とし、議長に対し委員派遣承認要求をしたいと存じますが、これに御異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

なお、委員派遣の内容等の詳細な事項及びその手続につきましては、委員長

に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。
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よって、さよう決定いたしました。

休憩いたします。

（休憩中に、議題の追加について協議した結果、追加することで意見の

一致を見た。)

○大浜一郎委員長 再開いたします。

お諮りいたします。

陳情第18号第88回国民スポーツ大会（２巡目大会）の招致に関する陳情に係

る決議の提出については、休憩中に御協議いたしましたとおり、議題に追加し、

直ちに審査を行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

陳情第18号第88回国民スポーツ大会（２巡目大会）の招致に関する陳情に係

る決議の提出についてを議題といたします。

陳情第18号第88回国民スポーツ大会（２巡目大会）の招致に関する陳情は、

決議を提出してもらいたいという陳情でありますので、本委員会委員長を提出

者とする委員会提出議案として、決議を提出するかどうかについて御協議をお

願いいたします。

休憩いたします。

（休憩中に、決議の提出の可否、文案及び提出方法について協議した結

果、委員会提出議案として決議を提出することで意見の一致を見た。)

○大浜一郎委員長 再開いたします。

お諮りいたします。

委員会提出議案として、第88回国民スポーツ大会及び第33回全国障害者スポ

ーツ大会の招致に関する決議の提出については、お手元に配付してあります案

のとおり提出することとし、提案方法等については休憩中に御協議いたしまし

たとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○大浜一郎委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

休憩いたします。

（休憩中に、令和５年度県外視察・調査について協議した結果、事務局

が委員からの提案を集約した日程案を作成することで意見の一致を見

た。)

○大浜一郎委員長 再開いたします。

以上で、本委員会に付託された議案及び陳情等の処理は全て終了いたしまし

た。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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沖縄県議会委員会条例第27条第１項の規定によりここに署名する。
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